
路
上
喫
煙
条
例
・
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
と
刑
罰
論

︱
︱
刑
事
立
法
学
序
説
︱
︱

深

町

晋

也

Ⅰ

は

じ

め

に

Ⅱ

路
上
喫
煙
条
例
・
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
の
現
状
分
析

Ⅲ

路
上
喫
煙
・
ポ
イ
捨
て
の
規
制
根
拠
と
刑
罰
論

Ⅳ

終

わ

り

に

Ⅰ

は

じ

め

に

近
時
、
刑
事
立
法
の
ラ
ッ
シ
ュ
と
で
も
言
え
る
状
況
が
生
じ
て
い
る
。
実
体
法
に
限
っ
て
み
て
も
、
従
来
か
ら
規
定
さ
れ
て
い
る
犯

罪
に
つ
い
て
の
法
定
刑
の
引
き

(

)

上
げ
の
他
、
様
々
な
領
域
に
お
い
て
犯
罪
化
が
な
さ
れ
て

(

)

い
る
。
こ
の
よ
う
な
重
罰
化
及
び
犯
罪
化
の

1

2

進
行
︵
い
わ
ゆ
る
刑
罰
積
極
主
義
︶
は
、
必
ず
し
も
わ
が
国
に
限
っ
た
事
態
で
は

(

)

な
い
が
、
従
来
、
刑
事
立
法
が
抑
制
的
で
あ
り
、
か

3

つ
刑
罰
権
の
行
使
に
つ
い
て
も
基
本
的
に
は
抑
制
的
で
あ
っ
た
わ
が
国
の
状
況
か
ら
す
る
と
、
近
時
の
傾
向
は
驚
異
的
と
言
え
る
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
に
対
し
て
、
学
説
が
十
分
に
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
か
と
言
え
ば
疑
問
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
わ
が
国
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の
学
説
は
、
前
述
の
刑
事
立
法
の
抑
制
的
態
度
に
対
応
し
て
、
基
本
的
に
は
解
釈
論
の
深
化
に
意
を
払
う
余
り
、
立
法
的
な
提
言
を
行

わ
ず
、
あ
る
い
は
刑
事
立
法
に
関
す
る
理
論
的
枠
組
み
を
構
築
し
て
こ
な
か
っ
た
嫌
い
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
解
釈
論
の
展
開
に
お
い

て
も
、
刑
罰
権
の
適
切
な
行
使
と
い
う
観
点
か
ら
処
罰
の
限
界
を
巡
っ
て
議
論
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
い
か
な

る
処
罰
が
望
ま
し
い
の
か
、
あ
る
い
は
そ
も
そ
も
処
罰
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
か
、
他
の
制
裁
に
委
ね
る
こ
と
が
妥
当
で
は
な
い
か

と
い
っ
た
刑
事
立
法
の
あ
り
方
を
巡
っ
て
の
議
論
は
、
さ
ほ
ど
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
と
は
言
え

(

)

な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
学
説

4

の
あ
り
方
は
、
い
ざ
刑
事
立
法
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る
と
い
う
状
況
に
お
い
て
適
切
な
立
法
論
的
指
針
を
提
示
し
得
な
い
た
め
に
、
刑

法
学
の
視
点
か
ら
す
れ
ば
問
題
の
あ
る
立
法
に
対
し
て
防
波
堤
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
得

(

)

な
い
の
み
な
ら
ず
、
刑
法
学
の
視
点
か
ら

5

見
れ
ば
望
ま
し
い
︵
少
な
く
と
も
あ
る
べ
き
︶
立
法
を
促
進
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
刑
法
学
の
﹁
置
い
て
き
ぼ
り
﹂
状
況

は
今
後
ま
す
ま
す
強
ま
り
、
刑
法
学
の
持
つ
意
義
が
︵
今
ま
で
以
上
に
︶
低
下
し
か
ね
な
い
が
、
こ
う
し
た
危
機
的
な
状
況
に
対
し
て

刑
法
学
が
な
す
べ
き
こ
と
の
一
つ
は
、
刑
罰
︵
刑
事
制
裁
︶
の
意
義
・
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
刑
罰
が
な
し
得
る
役
割
及
び

そ
の
限
界
を
示
し
、
現
在
の
社
会
に
生
起
す
る
問
題
へ
の
解
決
の
オ
プ
シ
ョ
ン
を
提
示
す
る
こ
と
で
あ

(

)

ろ
う
。

6

本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
関
心
に
基
づ
き
、
近
時
多
く
の
地
方
自
治
体
に
お
い
て
制
定
さ
れ
、
あ
る
い
は
制
定
に
向
け
て
の
検
討

が
な
さ
れ
て
い
る
い
わ
ゆ
る
路
上
喫
煙
条
例
及
び
ポ
イ
捨
て
禁
止

(

)

条
例
を
素
材
と
し
つ
つ
検
討
を
加
え
る
。
法
律
で
は
な
く
条
例
、
し

7

か
も
地
方
自
治
体
ご
と
に
様
々
な
規
制
内
容
・
規
制
態
様
を
有
す
る
当
該
条
例
を
検
討
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
一
見
す
る
と
奇
異
に
映

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
に
は
理
由
が
あ
る
。
第
一
に
、
当
該
条
例
は
地
方
自
治
体
ご
と
に
様
々
な
規
制
内
容
・
規
制
態
様
を
も
っ

て
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
規
制
対
象
が
タ
バ
コ
と
い
う
い
わ
ば
市
民
の
嗜
好
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
刑
罰
の
意
義
や
そ

の
限
界
を
考
察
す
る
上
で
格
好
の
素
材
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
﹁
市
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
﹂
と
も
言
え
る
領
域
に
刑

事
制
裁
が
踏
み
込
ん
で
い
く
こ
と
の
是
非
や
、
他
の
︵
非
刑
事
的
︶
制
裁
の
導
入
の
是
非
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
刑
罰
の
意
義
・
限
界

が
見
え
て
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
に
、
当
該
条
例
は
ま
さ
し
く
﹁
市
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
﹂
に
踏
み
込
ん
で
い
く
も
の
で
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あ
る
だ
け
に
、
当
該
条
例
を
制
定
す
る
側
で
も
相
当
に
議
論
を
重
ね
て
お
り
、
そ
の
﹁
悩
み
﹂
と
も
言
う
べ
き
も
の
が
当
該
条
例
の

端
々
に
窺
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
﹁
悩
み
﹂
は
、
現
在
の
日
本
に
お
け
る
刑
罰
に
対
す
る
見
方
、
す
な
わ
ち
刑
罰
観
を
反
映
し
た
も
の

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
の
よ
う
な
﹁
悩
み
﹂
と
正
面
か
ら
向
き
合
う
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
第
三
に
、
当
該
条
例
は
今
ま
さ
に

多
く
の
地
方
自
治
体
で
制
定
さ
れ
、
ま
た
は
制
定
に
向
け
て
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
で
あ
る
こ
と
も
見
逃
せ

(

)

な
い
。
立

8

法
的
提
言
は
、
議
論
の
趨
勢
が
固
定
化
す
る
前
に
な
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
当
該
条
例
を
巡
る
状
況
が

未
だ
流
動
的
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
現
段
階
で
あ
る
べ
き
立
法
の
指
針
を
示
す
こ
と
に
は
意
義
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

＊

北
海
道
大
学
准
教
授
の
藤
谷
武
史
氏
、
東
京
大
学
准
教
授
の
樋
口
亮
介
氏
、
北
海
道
大
学
准
教
授
の
得
津
晶
氏
に
は
予
め
草
稿
に
目
を
通
し
て
戴
き
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら

貴
重
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
戴
し
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
な
お
残
る
本
稿
に
お
け
る
誤
り
に
つ
い
て
の
責
任
は
、
勿
論
筆
者
に
あ
る
。

︵

︶

平
成
一
六
年
改
正
に
よ
り
、
有
期
の
懲
役
及
び
禁
錮
の
法
定
刑
の
上
限
が
一
五
年
か
ら
二
〇
年
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
そ
の
表
れ
の
一
つ
で
あ
る
が
、
刑
法
各

1
則
の
犯
罪
類
型
に
お
い
て
も
、
平
成
一
六
年
改
正
で
法
定
刑
の
上
限
あ
る
い
は
下
限
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
は
数
多
い
︵
こ
の
点
に
つ
き
、
佐
藤
弘
規
・
ジ
ュ
リ
ス

ト
一
二
八
五
号
︵
二
〇
〇
五
年
︶
三
三
頁
以
下
参
照
︶。

︵

︶

児
童
買
春
・
児
童
ポ
ル
ノ
禁
止
法
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
規
制
法
、
臓
器
移
植
法
、
ヒ
ト
ク
ロ
ー
ン
規
制
法
、
Ｄ
Ｖ
防
止
法
、
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
、
不
正
ア
ク
セ

2
ス
禁
止
法
な
ど
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

︵

︶

ド
イ
ツ
で
の
状
況
に
つ
き
、
井
田
良
﹃
変
革
の
時
代
に
お
け
る
理
論
刑
法
学
﹄︵
二
〇
〇
七
年
︶
二
七
頁
以
下
参
照
。

3
︵

︶

従
来
か
ら
こ
の
よ
う
な
議
論
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
経
済
犯
罪
の
領
域
で
あ
る
。
佐
伯
仁
志
﹃
制
裁
論
﹄
︵
二
〇
〇
九
年
︶
二
五
七
頁
以
下
参

4
照
。

︵

︶

こ
う
し
た
例
と
し
て
特
に
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
児
童
ポ
ル
ノ
を
巡
る
刑
事
的
規
制
で
あ
ろ
う
。
こ
と
に
保
護
法
益
の
不
明
確
さ
は
、
解
釈
論
に
お
い
て

5
大
き
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
仮
に
、
児
童
ポ
ル
ノ
提
供
罪
︵
七
条
一
項
︶
あ
る
い
は
所
持
罪
︵
七
条
三
項
︶
の
保
護
法
益
を
個
人
的
法
益
と
解
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
当
該
児
童
ポ
ル
ノ
の
提
供
、
所
持
の
時
点
︵
よ
り
正
確
に
は
法
益
侵
害
結
果
発
生
時
︶
で
当
該
児
童
が
一
八
歳
未
満
で
あ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の

よ
う
に
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
検
察
は
当
該
児
童
ポ
ル
ノ
の
被
写
体
と
な
っ
て
い
る
人
間
が
、
児
童
ポ
ル
ノ
の
作
成
時
に
一
八
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
を
立
証
す
る
の
み

な
ら
ず
、
被
告
人
の
実
行
行
為
の
時
点
で
も
な
お
生
存
し
て
お
り
、
か
つ
一
八
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
他
方
、
社
会
的
法
益
と
解

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
わ
い
せ
つ
物
販
売
目
的
所
持
罪
︵
刑
一
七
五
条
︶
と
の
比
較
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
お
よ
そ
他
人
に
流
通
す
る
可
能
性
が
な
い
よ
う
な
所
持
を

犯
罪
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
深
町
晋
也
・
平
成
一
八
年
度
重
要
判
例
解
説
︵
二
〇
〇
七
年
︶
一
七
四
頁
以
下
も
参
照
。
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︵

︶

刑
罰
の
意
義
・
限
界
を
示
し
つ
つ
、
制
裁
を
多
様
化
し
て
適
切
で
効
率
的
な
制
裁
制
度
を
構
築
す
べ
き
と
す
る
も
の
と
し
て
、
佐
伯
・
前
掲
注
︵
�
︶
を
参
照
。

6
︵

︶

以
下
、
両
条
例
を
ま
と
め
て
示
す
際
に
は
当
該
条
例
と
呼
称
す
る
。
ま
た
、
当
該
条
例
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
Ⅱ
を
参
照
の
こ
と
。

7
︵

︶

本
稿
が
執
筆
さ
れ
た
二
〇
〇
九
年
︵
平
成
二
一
年
︶
に
お
い
て
も
、
数
多
く
の
条
例
が
制
定
さ
れ
、
ま
た
改
正
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
江
東
区
︵
江
東
区
歩
行
喫

8
煙
等
の
防
止
に
関
す
る
条
例
。
平
成
二
一
年
三
月
一
三
日
公
布
︶、
滋
賀
県
大
津
市
︵
大
津
市
路
上
喫
煙
等
の
防
止
に
関
す
る
条
例
。
平
成
二
一
年
三
月
二
三
日
公
布
︶、

愛
媛
県
松
山
市
︵
松
山
市
歩
き
た
ば
こ
等
の
防
止
に
関
す
る
条
例
。
平
成
二
一
年
一
〇
月
九
日
公
布
︶
な
ど
。

Ⅱ

路
上
喫
煙
条
例
・
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
の
現
状
分
析

�

前

提

本
稿
で
検
討
対
象
と
す
る
路
上
喫
煙
条
例
・
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
と
は
、
基
本
的
に
は
以
下
の
よ
う
な
内
容
を
有
す
る
。
す
な
わ

ち
、
路
上
喫
煙
条
例
に
つ
い
て
は
、
当
該
地
方
自
治
体
の
首
長
が
一
定
の
﹁
路
上
禁
煙
地
区
﹂
を
指
定
し
、
当
該
地
区
内
で
は
路
上
で

喫
煙
す
る
行
為
を
禁
止
し
、
そ
れ
に
違
反
し
た
場
合
に
は
一
定
の
制
裁
を

(

)

科
す
。
ま
た
、
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
に
つ
い
て
は
、
公
共
の

9

場
所
に
お
い
て
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
を
捨
て
る
行
為
を
禁
止
し
、
そ
れ
に
違
反
し
た
場
合
に
は
一
定
の
制
裁
を

(

)

科
す
。
こ
の
よ
う
な
内
容

10

を
有
す
る
条
例
は
、
全
国
の
地
方
自
治
体
に
お
い
て
制
定
さ
れ
て
お
り
、
全
て
を
網
羅
的
に
検
討
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
の
み
な

(

)

ら
ず
、
本
稿
の
目
的
に
も
必
ず
し
も
合
致
し
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
①
東
京
都
特
別
区
︵
二
三
区
︶
、
②
政
令
指
定
都
市
︵
一

11
(

)

九
市
︶
、
③
中
核
市
︵
四

(

)

〇
市
︶
を
中
心
と
し
た
都
市
︵
五
二
市
︶
、
に
つ
い
て
当
該
条
例
の
有
無
及
び
内
容
を
調
査
し
、
そ
れ
に
基
づ

12

13

い
て
現
状
分
析
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

ま
た
、
当
該
条
例
は
規
制
内
容
・
規
制
態
様
に
お
い
て
様
々
な
も
の
が
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
特
に
罰
則
の
有
無
及
び
内
容
と

い
う
観
点
か
ら
の
類
型
化
を
行
う
こ
と
に
す
る
。
本
稿
の
関
心
は
、
当
該
条
例
が
規
制
対
象
と
し
て
い
る
路
上
喫
煙
や
ポ
イ
捨
て
が
刑

事
制
裁
を
科
す
に
値
す
る
よ
う
な
も
の
か
否
か
と
い
う
点
に
あ
り
、
そ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
罰
則
に
着
目
し
た
類
型
化
を
行
う
の
が

最
も
便
宜
だ
か
ら
で
あ
る
。
当
該
条
例
に
つ
い
て
は
、
大
ま
か
に
分
け
て
、
①
罰
則
を
伴
わ
な
い

(

)

も
の
、
②
違
反
し
た
場
合
に

(

)

過
料
を

14

15
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科
す

(

)

も
の
、
③
違
反
し
た
場
合
に
罰
金
を
科
す

(

)

も
の
が
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
④
そ
も
そ
も
条
例
自
体
が
存
在
し
な
い
場
合
も
含
め

16

17

て
、
以
下
で
は
分
類
す
る
こ
と
に
す
る
。

�

路
上
喫
煙
条
例
・
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
の
現
状

⑴

路
上
喫
煙
条
例
の
概
観

①
罰
則
規
定
の
な
い
条
例
：

︻
東
京
都
特
別
区
︼
荒
川
区
、
江
東
区
︵
但
し
公
表
あ
り
︶
、
新
宿
区
、
世
田
谷
区
、
台
東
区
、
中
央
区
︵
但
し
公
表
あ
り
︶
、
豊
島

区
、
中

(

)

野
区
、
練
馬
区
、
文
京
区
︵
但
し
公
表
あ
り
︶
、
港
区
︵
努
力
規
定
︶
、
目
黒
区
︵
一
二
区
︶

18

︻
政
令
指
定
都
市
︼
仙
台
市
、
浜
松
市
︵
努
力
規
定
︶
、
相
模
原
市
、
堺
市
︵
努
力
規
定
︶︵
四
市
︶

︻
中
核
市
そ
の
他
︼
埼
玉
県
川
口
市
、
埼
玉
県
所
沢
市
、
神
奈
川
県
横
須
賀
市
、
静
岡
県
三
島
市
︵
努
力
規
定
︶
、
長
野
県
上
田

市
、
長
野
県
松
本
市
︵
努
力
規
定
︶
、
滋
賀
県
大
津
市
、
京
都
府
八
幡
市
︵
努
力
規
定
︶
、
香
川
県
高
松
市
、
愛
媛
県
松
山
市
、

福
岡
県
久
留
米
市
︵
努
力
規
定
︶
、
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
︵
一
二
市
︶

②
過
料
規
定
の
あ
る
条
例
：

︻
東
京
都
特
別
区
︼
千
代
田
区
、
板
橋
区
、
杉
並
区
、
品
川
区
、
足
立
区
、
大
田
区
、
葛
飾
区
、
北
区
、
墨
田
区
︵
九
区
︶

︻
政
令
指
定
都
市
︼
札
幌
市
、
千
葉
市
︵
間
接
罰
方
式
︶
、
さ
い
た
ま
市
︵
間
接
罰
方
式
︶
、
横
浜
市
、
川
崎
市
、
静
岡
市
、
新
潟
市
、

名
古
屋
市
、
京
都
市
、
大
阪
市
、
神
戸
市
、
岡
山
市
、
広
島
市
、
北
九
州
市
、
福
岡
市
︵
一
五
市
︶

︻
中
核
市
そ
の
他
︼
栃
木
県
宇
都
宮
市
、
埼
玉
県
川
越
市
、
千
葉
県
船
橋
市
︵
間
接
罰
方
式
︶
、
千
葉
県
柏
市
、
千
葉
県
我
孫
子
市

︵
間
接
罰
方
式
︶
、
富
山
県
富
山
市
、
岐
阜
県
岐
阜
市
、
岐
阜
県
高
山
市
︵
間
接
罰
方
式
︶
、
兵
庫
県
姫
路
市
、
兵
庫
県
西
宮
市
、

奈
良
県
奈
良
市
︵
間
接
罰
方
式
︶
、
山
口
県
下
関
市
、
長
崎
県
長
崎
市
、
熊
本
県
熊
本
市
、
大
分
県
大
分
市
、
宮
崎
県
宮
崎
市
、
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沖
縄
県
那
覇
市
︵
間
接
罰
方
式
︶︵
一
七
市
︶

③
罰
金
規
定
の
あ
る
条
例
：
神
奈
川
県
平
塚
市
︵
間
接
罰
方
式
︶
、
神
奈
川
県
小
田
原
市
︵
間
接
罰
方
式
︶︵
二
市
︶

④
条
例
な
し
：
渋
谷
区
、
江
戸
川
区
、
北
海
道
旭
川
市
、
北
海
道
函
館
市
、
青
森
県
青
森
市
、
岩
手
県
盛
岡
市
、
秋
田
県
秋
田
市
、

福
島
県
郡
山
市
、
福
島
県
い
わ
き
市
、
群
馬
県
前

(

)

橋
市
、
石
川
県
金
沢
市
、
長
野
県
長
野
市
、
愛
知
県
豊
田
市
、
愛
知
県
豊
橋

19

市
、
愛
知
県
岡
崎
市
、
三
重
県
伊
勢
市
、
大
阪
府
高
槻
市
、
大
阪
府
東
大
阪
市
、
兵
庫
県
尼
崎
市
、
和
歌
山
県
和
歌
山
市
、
岡
山

県
倉
敷
市
、
広
島
県
福
山
市
、
高
知
県
高
知
市
︵
二
三
市
区
︶

⑵

ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
の
概
観

①
罰
則
規
定
の
な
い
条
例
：

︻
東
京
都
特
別
区
︼
荒
川
区
、
江
東
区
︵
但
し
公
表
あ
り
︶
、
台
東
区
︵
但
し
公
表
あ
り
︶
、
中
央
区
︵
但
し
公
表
あ
り
︶
、
中
野
区
、

練
馬
区
︵
但
し
公
表
あ
り
︶
、
文
京
区
︵
但
し
公
表
あ
り
︶
、
港
区
︵
八
区
︶

︻
政
令
指
定
都
市
︼
仙
台
市
、
浜
松
市
、
大
阪
市
︵
但
し
公
表
あ
り
︶
、
堺
市
、
福

(

)

岡
市
︵
五
市
︶

20

︻
中
核
市
そ
の
他
︼
北
海
道
旭
川
市
、
北
海
道
函
館
市
、
静
岡
県
三
島
市
、
埼
玉
県
所

(

)

沢
市
、
岐
阜
県
岐
阜
市
、
愛
知
県
豊
田
市
、

21

愛
知
県
岡
崎
市
︵
但
し
公
表
あ
り
︶
、
大
阪
府
高
槻
市
、
兵
庫
県
尼
崎
市
︵
但
し
公
表
あ
り
︶
、
和
歌
山
県
和
歌

(

)

山
市
、
広
島
県
福

22

山
市
︵
一
一
市
︶

②
過
料
規
定
の
あ
る
条
例
：

︻
東
京
都
特
別
区
︼
千
代

(

)

田
区
、
板
橋
区
、
大
田
区
、
葛
飾
区
、
北
区
、
品
川
区
、
杉
並
区
、
墨
田
区
︵
八
区
︶

23

︻
政
令
指
定
都
市
︼
札
幌
市
、
さ
い
た
ま
市
︵
間
接
罰
方
式
︶
、
川
崎
市
、
新
潟
市
、
岡

(

)

山
市
、
広
島
市
、
北
九
州
市
︵
七
市
︶

24

︻
中
核
市
そ
の
他
︼
福
島
県
い
わ
き
市
︵
間
接
罰
方
式
︶
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
︵
間
接
罰
方
式
︶
、
千
葉
県
船
橋
市
︵
間
接
罰
方
式
︶
、

千
葉
県
柏
市
、
千
葉
県
我
孫
子
市
︵
間
接
罰
方
式
︶
、
富
山
県
富
山
市
、
岐
阜
県
高
山
市
︵
間
接
罰
方
式
︶
、
京
都
府
八
幡
市
、
大
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阪
府
東
大
阪
市
、
山
口
県
下
関
市
、
長
崎
県
長
崎
市
、
熊
本
県
熊
本
市
、
大
分
県
大
分
市
、
宮
崎
県
宮
崎
市
、
鹿
児
島
県
鹿
児

島
市
︵
間
接
罰
方
式
︶
、
沖
縄
県
那
覇
市
︵
一
六
市
︶

③
罰
金
規
定
の
あ
る
条
例
：

︻
東
京
都
特
別
区
︼
足
立
区
、
渋
谷
区
、
新
宿
区
、
世
田
谷
区
、
千
代
田
区
、
豊
島
区
、
目
黒
区
︵
間
接
罰
方
式
︶︵
七
区
︶

︻
政
令
指
定
都
市
︼
千
葉
市
、
横
浜
市
、
名
古
屋
市
︵
間
接
罰
方
式
︶
、
京
都
市
、
神
戸
市
、
岡
山
市
︵
間
接
罰
方
式
︶
、
相
模
原
市

︵
七
市
︶

︻
中
核
市
そ
の
他
︼
福
島
県
郡
山
市
︵
間
接
罰
方
式
︶
、
埼
玉
県
川
口
市
、
神
奈
川
県
平
塚
市
︵
間
接
罰
方
式
︶
、
神
奈
川
県
小
田
原

市
、
神
奈
川
県
横
須
賀
市
、
長
野
県
上
田
市
︵
間
接
罰
方
式
︶
、
長
野
県
松
本
市
、
三
重
県
伊
勢
市
︵
間
接
罰
方
式
︶
、
奈
良
県
奈

良
市
︵
間
接
罰
方
式
︶
、
兵
庫
県
姫
路
市
︵
間
接
罰
方
式
︶
、
兵
庫
県
西
宮
市
︵
間
接
罰
方
式
︶
、
岡
山
県
倉
敷
市
︵
間
接
罰
方
式
︶
、

香
川
県
高
松
市
、
愛
媛
県
松
山
市
︵
間
接
罰
方
式
︶
、
高
知
県
高
知
市
、
福
岡
県
久
留
米
市
︵
間
接
罰
方
式
︶︵
一
六
市
︶

④
条
例
な
し
：
江
戸
川
区
、
静
岡
市
、
青
森
県
青

(

)

森
市
、
秋
田
県
秋

(

)

田
市
、
岩
手
県
盛
岡
市
、
群
馬
県
前

(

)

橋
市
、
埼
玉
県
川
越
市
、

25

26

27

長
野
県
長
野
市
、
石
川
県
金

(

)

沢
市
、
愛
知
県
豊
橋
市
、
滋
賀
県
大

(

)

津
市
︵
一
一
市
区
︶

28

29

�

路
上
喫
煙
条
例
・
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
の
分
析

⑴

路
上
喫
煙
条
例
及
び
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
の
制
定
状
況
を
概
観
す
る
と
、
当
該
条
例
を
そ
も
そ
も
制
定
し
て
い
な
い
、
あ
る
い

は
罰
則
規
定
の
な
い
条
例
を
制
定
す
る
に
留
ま
る
地
方
自
治
体
に
つ
い
て
は
か
な
り
の
部
分
で
重
な
っ
て
い
る
。
特
に
東
京
都
特
別
区

で
は
、
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
に
関
し
て
罰
則
規
定
の
な
い
条
例
を
制
定
し
て
い
る
区
は
全
て
路
上
喫
煙
条
例
に
関
し
て
も
罰
則
規
定
の

な
い
条
例
を
制
定
し
て
い
る
し
、
江
戸
川
区
は
当
該
条
例
を
制
定
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
同
様
の
傾
向
は
政
令
指
定
都
市
で
も
中
核

市
そ
の
他
で
も
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
路
上
喫
煙
及
び
ポ
イ
捨
て
を
、
い
ず
れ
も
基
本
的
に
は
マ
ナ
ー
に
属
す
る
行
為
で
あ
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る
と
見
て
、
可
能
な
限
り
市
民
の
自
律
的

(

)

判
断
に
委
ね
る
姿
勢
が
表
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き

(

)

よ
う
。
す
な
わ
ち
、
路
上
喫
煙
及

30

31

び
ポ
イ
捨
て
は
、
い
ず
れ
も
﹁
好
ま
し
く
な
い
行
為
﹂
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
を
罰
則
規
定
を
伴
う
ル
ー
ル
に
よ

っ
て
規
制
し
、
抑
止
し
よ
う
と
す
る
の
は
﹁
市
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
﹂
へ
の
過
度
の
介
入
で
あ
る
と
の
判
断
が
働
い
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
判
断
は
、
人
口
の
密
集
す
る
都
市
に
お
い
て
は
む
し
ろ
メ
イ
ン
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
路
上
喫
煙
に
つ

き
罰
則
規
定
を
伴
う
条
例
を
制
定
す
る
地
方
自
治
体
は
、
東
京
都
特
別
区
で
九
区
あ
り
、
政
令
指
定
都
市
に
至
っ
て
は
一
五
市
も
あ

る
。
同
様
に
、
ポ
イ
捨
て
に
つ
き
罰
則
を
伴
う
条
例
を
制
定
す
る
地
方
自
治
体
は
、
東
京
都
特
別
区
で
一
四
区
、
政
令
指
定
都
市
で
は

一
三
市
あ
り
、
路
上
喫
煙
及
び
ポ
イ
捨
て
を
、
い
ず
れ
も
マ
ナ
ー
の
問
題
か
ら
ル
ー
ル
の
問
題
へ
と
み
な
す
視
座
の

(

)

転
換
が
着
実
に
進

32

行
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
路
上
喫
煙
及
び
ポ
イ
捨
て
は
、
い
ず
れ
も
単
に
﹁
好
ま
し
く
な
い
行
為
﹂
で
あ
る
こ
と
を
超
え
て
、
罰
則

を
も
っ
て
規
制
・
抑
止
す
べ
き
社
会
侵
害
的
行
為
で
あ
る
と
の
視
座
が
確
立
し
つ
つ
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

で
は
、
罰
則
規
定
を
伴
う
条
例
に
お
い
て
は
、
路
上
喫
煙
及
び
ポ
イ
捨
て
は
い
か
な
る
意
味
で
社
会
侵
害
的
行
為
と
し
て
理
解
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
該
条
例
の
目
的
規
定
を
見
る
と
、
生
活
環
境
の
保
全
な
い
し
環
境
美
化
の
向
上
・
促
進
を
掲
げ
る
も
の
が

(

)

多
く
、
当
該
条
例
が
基
本
的
に
は
生
活
環
境
の
保
護
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
限
り
で
は
、
路
上
喫
煙
も
ポ
イ
捨
て

33
も
、
い
ず
れ
も
生
活
環
境
の
侵
害
︵
あ
る
い
は
そ
の
危
険
︶
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
規
制
対
象
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
、

こ
れ
と
は
異
な
り
、
単
な
る
生
活
環
境
の
保
全
に
留
ま
ら
ず
、
市
民
の
身
体
︵
・
財
産
︶
の
安
全
の
確
保
を
も
目
的
に
掲
げ
る
も
の
も

多
い
。
こ
こ
で
市
民
の
身
体
の
安
全
と
い
う
の
は
、
端
的
に
言
え
ば
歩
行
喫
煙
で
の
タ
バ
コ
の
火
に
よ
る
火
傷
の
危
険
性
が
念
頭
に
置

か
れ
て

(

)

い
る
。
と
す
る
と
、
路
上
喫
煙
に
つ
い
て
は
、
ポ
イ
捨
て
と
は
異
な
り
、
生
活
環
境
の
侵
害
に
留
ま
ら
ず
、
む
し
ろ
人
の
身
体

34

︵
・
財
産
︶
に
対
す
る

(

)

危
険
を
理
由
と
し
た
危
険
犯
と
し
て
の
規
定
が
な
さ
れ
て
い
る
と
理
解
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
理
解

35

か
ら
は
、﹁
ポ
イ
捨
て
の
原
点
と
し
て
の
路
上
喫
煙
﹂
と
い
っ
た
一
元
的

(

)

理
解
は
必
ず
し
も
妥
当
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
路
上
喫
煙
に

36

は
、
ポ
イ
捨
て
と
は
異
な
る
独
自
の
社
会
侵
害
性
が
あ
る
と
す
る
二
元
的

(

)

理
解
を
採
る
べ
き
こ
と
に
な
ろ
う
。

37
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⑵

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
二
元
的
理
解
を
採
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
路
上
喫
煙
と
ポ
イ
捨
て
と
を
同
一
平
面
上
で
扱
う
こ
と

自
体
の
当
否
が
問
題
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
路
上
喫
煙
条
例
と
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
と
を
再
検
討
す
る
と
、

大
き
な
差
異
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
す
な
わ
ち
、
路
上
喫
煙
条
例
に
お
い
て
は
、
罰
則
規
定
の
あ
る
も
の
の
う
ち
、
刑
罰
で
あ
る
罰

金
を
科
す
も
の
は
殆
ど
な
く
、
わ
ず
か
に
神
奈
川
県
平
塚
市
及
び
神
奈
川
県
小
田
原
市
が
間
接
罰
方
式
で
罰
金
を
規
定
し
て
い
る
の
み

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
に
お
い
て
は
、
罰
則
規
定
の
あ
る
も
の
の
う
ち
、
刑
罰
で
あ
る
罰
金
を
科
す
も
の
と

行
政
罰
で
あ
る
過
料
を
科
す
も
の
と
が
、
東
京
都
特
別
区
、
政
令
指
定
都
市
、
中
核
市
そ
の
他
を
問
わ
ず
ほ
ぼ
拮
抗
し
た
状
態
で
あ

る
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
差
異
は
何
に
由
来
す
る
の
か
。
ま
ず
、
こ
う
し
た
差
異
は
、
前
述
の
路
上
喫
煙
と
ポ
イ
捨
て
の
社
会
侵
害
性

の
差
異
と
は
、
実
は
基
本
的
に
は
何
ら
関
係
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
路
上
喫
煙
に
お
け
る
社
会
侵
害
性
の
実
質
を
﹁
人

の
身
体
に
対
す
る
危
険
﹂
と
し
て
構
成
す
る
場
合
、
こ
れ
は
ま
さ
し
く
伝
統
的
な
刑
法
犯
と
し
て
処
罰
可
能
と
さ
れ
て
き
た
領
域
に
属

す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
伝
統
的
な
刑
法
犯
は
、
人
の
生
命
・
身
体
・
財
産
な
ど
に
対
す
る
侵
害
︵
あ
る
い

は
そ
の
危
険
︶
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
り
、
路
上
喫
煙
を
、
こ
う
し
た
伝
統
的
な
刑
法
犯
を
い
わ
ば
前
倒
し
し
た
犯
罪
と
し
て
構
成
す

る
こ
と
は
十
分
に
可
能
な
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ポ
イ
捨
て
を
、
こ
う
し
た
人
の
生
命
・
身
体
・
財
産
な
ど
に
対
す
る
侵
害

︵
あ
る
い
は
そ
の
危
険
︶
を
前
倒
し
し
た
犯
罪
と
し
て
構
成
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な

(

)

い
し
、
生
活
環
境
そ
れ
自
体
に
与
え
る
影
響
も
さ

38

ほ
ど
大
き
い
も
の
と
は
言
い
が
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
軽
犯
罪
法
一
条
二
七
号
に
お
い
て
﹁
公
共
の
利
益
に
反
し
て
み
だ
り
に
ご
み
︵
中

略
︶
を
棄
て
た
者
﹂
に
対
し
て
拘
留
又
は
科
料
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
吸
い
殻
の
ポ
イ
捨
て
自
体
が
直
ち
に
刑
罰
に
値
し

な
い
よ
う
な
行
為
で
あ
る
と
は
言
え
な

(

)

い
が
、
そ
の
よ
う
に
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
む
し
ろ
路
上
喫
煙
も
ポ
イ
捨
て
も
、
い
ず
れ
も
刑

39

罰
で
あ
る
罰
金
を
科
す
と
い
う
方
向
に
な
る
は
ず
で
あ

(

)

ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
、
単
な
る
社
会
侵
害
性
あ
る
い
は
法
益
侵
害
性

40

の
量
な
い
し
質
と
い
う
議
論
で
は
解
消
し
得
な
い
差
異
が
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
路
上
喫
煙
と
ポ
イ
捨
て
と
の
差
異
を
、
こ
の
よ
う
な
理
論
的
な
説
明
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
当
該
条
例
の
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制
定
の
経
緯
と
い
う
、
よ
り
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
な
議
論
か
ら
説
明
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
わ
が
国
に
お
い
て
路
上
喫

煙
に
関
し
て
罰
則
規
定
を
も
っ
て
規
制
し
た
の
は
、
千
代
田
区
が
二
〇
〇
二
年
に
制
定
し
た

(

)

条
例
が
最
初
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
二

41

一
条
三
項
で
、﹁
路
上
禁
煙
地
区
に
お
い
て
は
、
道
路
上
で
喫
煙
す
る
行
為
及
び
道
路
上
︵
沿
道
植
栽
を
含
む
。︶
に
吸
い
殻
を
捨
て
る

行
為
を
禁
止
す
る
。﹂
と
し
、
こ
れ
に
反
し
て
喫
煙
し
、
又
は
吸
い
殻
を
捨
て
た
者
に
つ
い
て
は
二
四
条
一
項
二
号
で
二
万
円
以
下
の

過
料
に
処
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
千
代
田
区
が
本
条
例
を
制
定
し
た
時
点
で
は
、
既
に
他
の
多
く
の
地
方
自
治
体
で
ポ

イ
捨
て
禁
止
条
例
は
制
定
さ
れ
て

(

)

お
り
、
そ
こ
で
は
ポ
イ
捨
て
に
罰
金
を
科
す
も
の
も
多
か

(

)

っ
た
。
そ
の
後
、
多
く
の
地
方
自
治
体
は

42

43

路
上
喫
煙
条
例
を
制
定
す
る
に
当
た
り
千
代
田
区
の
条
例
を
参
考
に
し
た
た
め
、
路
上
喫
煙
に
つ
い
て
は
過
料
を
、
ポ
イ
捨
て
に
つ
い

て
は
罰
金
を
科
す
と
い
う
形
で
の
規
制
が
多
く
な
っ
た
の
で
あ
る
、
と
。
こ
の
よ
う
な
議
論
は
、
事
の
一
面
を
把
握
し
て
い
る
こ
と
は

確
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
議
論
で
は
な
お
説
明
が
困
難
な
事
例
も
あ
る
。
例
え
ば
、
新
宿
区
で
は
、
一
九
九
六
年
に

(

)

条
例
を
制
定
し
た
後
、
二
〇
〇
五
年
に
な
っ
て
大
幅
な
改
正
を
行
っ
て
お
り
、
当
該
改
正
に
お
い
て
は
、
路
上
喫
煙
の
禁
止
規
定
︵
八

44
条
︶
を
追
加
し
た
が
、
従
来
か
ら
あ
る
ポ
イ
捨
て
に
対
す
る
罰
金
規
定
︵
一
四
条
︶
は
そ
の
ま
ま
維
持
し
て

(

)

い
る
。
ま
た
、
兵
庫
県
西

45

宮
市
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
に

(

)

条
例
を
制
定
し
た
後
に
二
〇
〇
五
年
と
二
〇
〇
八
年
に
改
正
を
行
っ
て
い
る
が
、
二
〇
〇
五
年
改
正
で
は

46

ポ
イ
捨
て
に
つ
き
間
接
罰
方
式
で
罰
金
規
定
︵
二
八
条
︶
を
置
き
、
二
〇
〇
八
年
改
正
で
は
路
上
喫
煙
に
つ
き
過
料
規
定
︵
三
一
条
︶

を
置
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
例
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
例
制
定
者
が
、
路
上
喫
煙
に
つ
い
て
は
過
料
規
定
を
、
ポ
イ
捨
て
に
つ
い
て
は
罰

金
規
定
を
自
覚
的
に
選
択

(

)

し
た
こ
と
を
示
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
と
す
れ
ば
、
当
該
条
例
の
制
定
の
経
緯
と
い
っ
た
一
面
的
な
議
論

47

で
は
な
お
不
十
分
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
両
者
の
差
異
は
何
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
考
察
す
る
際
に
示
唆
的
な
こ
と
は
、
ポ
イ
捨
て
に
つ
い
て

罰
金
規
定
を
置
い
て
い
る
条
例
は
全
て
、
ポ
イ
捨
て
の
規
制
対
象
と
し
て
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
の
み
な
ら
ず
空
き
缶
等
に
つ
い
て
も
挙
げ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
逆
に
、
ポ
イ
捨
て
に
つ
い
て
過
料
規
定
を
置
い
て
い
る
条
例
の
中
に
は
、
ポ
イ
捨
て
の
規
制
対
象
と
し
て
タ
バ
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コ
の
吸
い
殻
の
み
を
挙
げ
て
い
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
存
在

(

)

す
る
。
す
な
わ
ち
、
ポ
イ
捨
て
に
つ
い
て
罰
金
規
定
を
置
い
て
い
る
条
例

48

は
、
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
の
み
を
規
制
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
の
一
環
と
し
て
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
を

も
規
制
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
但
し
、
空
き
缶
の
よ
う
な
、
よ
り
生
活
環
境
に
影
響
を
与
え
る
ご
み
に
つ
い
て
も
規
制
対
象
に
含
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
法
益
侵
害
性
な
い
し
社
会
侵
害
性
の
高
い
類
型
を
も
含
む
こ
と
に
な
っ
た
が
ゆ
え
に
罰
金
に
よ
る
規
制
の
対

象
と
し
た
の
だ
と
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、
単
な
る
法
益
侵
害
性
な
い
し
社
会
侵
害
性
の
問
題
で
あ
れ
ば
、
過
料

で
あ
っ
て
も
五
万
円
を
上
限
と
し
て
科
す
こ
と
が
で
き
る
︵
地
方
自
治
法
一
四
条
三
項
︶
の
だ
か
ら
、
そ
れ
で
十
分
で
あ
る
と
も
言
い

得
る
か
ら
で

(

)

あ
る
。
む
し
ろ
、
こ
こ
で
は
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
の
み
を
狙
い
撃
ち
す
る
よ
う
な
規
制
に
つ
い
て
は
刑
罰
と
し
て
の
罰
金

49

を
科
す
こ
と
が
回
避
さ
れ
て
い
る
点
が
決
定
的
に
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
点
を
よ
り
明
確
化
す
れ
ば
、﹁
喫
煙
者
﹂
の

み
を
狙
い
撃
ち
す
る
よ
う
な
規
制
を
行
う
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
刑
罰
を
科
す
こ
と
は
回
避
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
理
解
を
前
提
と
す
れ
ば
、
路
上
喫
煙
に
対
し
て
罰
金
を
科
す
条
例
が
殆
ど
存
在
し
な
い
こ
と
も
極
め
て
合
理
的
に
説
明
し

う
る
。
す
な
わ
ち
、
路
上
喫
煙
の
規
制
と
は
、
ま
さ
し
く
﹁
喫
煙
者
﹂
の
み
を
狙
い
撃
ち
す
る
規
制
に
他
な
ら
ず
、
刑
罰
と
し
て
の
罰

金
を
科
す
こ
と
に
つ
い
て
は
強
い
抵
抗
感
が
生

(

)

じ
る
が
ゆ
え
に
、
行
政
罰
と
し
て
の
過
料
を
科
す
に
留
ま
る
条
例
が
多
い
と
い
う
こ
と

50

に
な
る
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
﹁
刑
罰
の
回
避
傾
向
﹂
は
、
刑
罰
論
の
観
点
か
ら
す
る
と
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の

か
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
路
上
喫
煙
条
例
・
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
の
あ
る
べ
き
姿
を
模
索
す
る
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
ろ

う
。⑶

以
上
の
分
析
か
ら
、
当
該
条
例
を
巡
る
問
題
点
と
し
て
析
出
さ
れ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
二
点
と
な
る
。
Ⅲ
で
は
こ

れ
ら
の
点
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

①

路
上
喫
煙
・
ポ
イ
捨
て
は
そ
も
そ
も
罰
則
を
伴
う
規
定
に
よ
っ
て
規
制
・
抑
止
さ
れ
る
べ
き
も
の
か
。
規
制
・
抑
止
さ
れ
る
べ

き
社
会
侵
害
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
。
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②

①
が
肯
定
さ
れ
た
場
合
で
も
、
路
上
喫
煙
、
ポ
イ
捨
て
は
そ
れ
ぞ
れ
刑
罰
を
も
っ
て
抑
止
す
べ
き
対
象
と
言
え
る
か
。
特
に
、

路
上
喫
煙
に
つ
い
て
刑
罰
を
科
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
点
に
理
論
的
根
拠
は
あ
る
の
か
。

︵

︶

こ
の
よ
う
な
内
容
を
有
す
る
条
例
を
初
め
て
制
定
し
た
の
は
、
東
京
都
千
代
田
区
で
あ
る
。
安
全
で
快
適
な
千
代
田
区
の
生
活
環
境
の
整
備
に
関
す
る
条
例
︵
平
成

9
一
四
年
六
月
二
五
日
公
布
︶
の
二
一
条
三
項
で
、﹁
路
上
禁
煙
地
区
﹂
に
お
け
る
道
路
上
で
の
喫
煙
を
禁
止
し
、
違
反
に
つ
い
て
は
二
四
条
一
項
二
号
で
二
万
円
以
下
の

過
料
を
科
す
こ
と
に
し
て
い
る
。
本
条
例
の
制
定
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
千
代
田
区
生
活
環
境
課
﹃
路
上
喫
煙
に
Ｎ
Ｏ
！
︱
ル
ー
ル
は
マ
ナ
ー
を
呼
ぶ
か
︱
﹄︵
二
〇
〇

三
年
︶
を
参
照
。

︵

︶

但
し
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
の
み
な
ら
ず
、
空
き
缶
や
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
の
か
み
か
す
に
つ
い
て
も
同
時
に
ポ
イ
捨
て
禁
止
の
対
象
に
含
め
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
点

10
は
Ⅱ
�

⑵
で
再
度
検
討
す
る
。

︵

︶

例
え
ば
、
岐
阜
県
内
で
は
平
成
二
一
年
四
月
一
日
現
在
で
、
二
一
市
一
九
町
二
村
の
う
ち
三
九
市
町
村
に
お
い
て
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
が
制
定
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

11
と
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
調
査
を
全
国
の
全
て
の
地
方
自
治
体
に
つ
い
て
行
う
こ
と
は
︵
少
な
く
と
も
現
段
階
に
お
い
て
は
︶
相
当
に
困
難
で
あ
る
。

︵

︶

二
〇
一
〇
年
四
月
か
ら
政
令
指
定
都
市
と
な
る
相
模
原
市
に
つ
い
て
も
含
む
。

12
︵

︶

二
〇
一
〇
年
四
月
か
ら
政
令
指
定
都
市
と
な
る
相
模
原
市
に
つ
い
て
は
除
く
。

13
︵

︶

こ
の
類
型
の
中
に
は
、
違
反
行
為
に
対
す
る
中
止
の
勧
告
に
従
わ
な
か
っ
た
場
合
に
、
そ
の
事
実
経
過
に
つ
い
て
公
表
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
も
の
が
含
ま
れ

14
る
。
公
表
そ
れ
自
体
は
情
報
公
開
制
度
の
一
環
を
な
す
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
制
裁
的
機
能
を
有
す
る
場
合
も
あ
り
︵
塩
野
宏
﹃
行
政
法
Ⅰ
﹇
第
五
版
﹈﹄

︵
二
〇
〇
九
年
︶
二
四
二
頁
参
照
︶、
そ
の
限
り
で
は
一
定
の
制
裁
を
伴
う
規
定
と
し
て
理
解
す
べ
き
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
分
類
に
お
い
て
は
公
表
の
有
無

に
つ
い
て
も
示
す
こ
と
に
す
る
。

︵

︶

な
お
、
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
過
料
と
は
い
わ
ゆ
る
行
政
罰
の
一
種
で
は
あ
る
が
、
刑
罰
と
は
異
な
り
、
行
政
上
の
秩
序
罰
で
あ
る
︵
塩
野
・

15
前
掲
注
︵

︶
二
四
七
頁
︶。
し
た
が
っ
て
、
罰
金
か
過
料
か
の
差
異
は
、
刑
罰
か
そ
れ
以
外
の
制
裁
か
と
い
う
分
岐
を
な
す
重
要
な
差
異
で
あ
る
。

14

︵

︶

但
し
、
こ
の
中
に
は
、
違
反
行
為
に
対
し
て
直
接
過
料
を
科
す
も
の
︵
直
罰
方
式
︶
と
、
違
反
行
為
に
対
す
る
命
令
に
違
反
し
た
場
合
に
過
料
を
科
す
も
の
︵
間
接

16
罰
方
式
︶
と
が
あ
る
。
分
類
に
お
い
て
は
両
者
の
区
別
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

︵

︶

但
し
、
こ
の
中
に
は
、
違
反
行
為
に
対
し
て
直
接
罰
金
を
科
す
も
の
︵
直
罰
方
式
︶
と
、
違
反
行
為
に
対
す
る
命
令
に
違
反
し
た
場
合
に
罰
金
を
科
す
も
の
︵
間
接

17
罰
方
式
︶
と
が
あ
る
。
分
類
に
お
い
て
は
両
者
の
区
別
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

︵

︶

但
し
、
二
〇
〇
五
年
に
条
例
が
改
正
さ
れ
、
命
令
違
反
に
対
し
て
過
料
を
科
す
規
定
が
導
入
さ
れ
た
が
、
未
施
行
で
あ
る
。

18
︵

︶

但
し
、
県
の
条
例
で
は
努
力
規
定
が
あ
る
。

19
︵

︶

但
し
、
福
岡
市
空
き
缶
等
の
散
乱
防
止
及
び
そ
の
再
資
源
化
の
促
進
に
関
す
る
条
例
の
二
〇
条
で
は
、
金
属
製
又
は
ガ
ラ
ス
製
の
飲
料
用
の
容
器
包
装
に
代
表
さ
れ

20
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る
﹁
特
定
容
器
﹂
の
ポ
イ
捨
て
に
つ
い
て
で
は
あ
る
が
、
間
接
罰
方
式
で
罰
金
を
規
定
し
て
い
る
。

︵

︶

但
し
、
県
の
条
例
で
は
罰
金
規
定
が
あ
る
。

21
︵

︶

か
つ
て
は
罰
金
規
定
が
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

22
︵

︶

但
し
、
千
代
田
区
の
条
例
︵
前
掲
注
︵


︶
参
照
︶
で
は
二
五
条
で
、
命
令
違
反
に
対
し
て
五
万
円
以
下
の
罰
金
を
併
せ
て
規
定
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
千
代
田

23
区
は
罰
金
規
定
の
あ
る
条
例
に
も
重
複
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。

︵

︶

但
し
、
岡
山
市
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
、
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
条
例
で
は
二
四
条
で
、
命
令
違
反
に
対
し
て
二
万
円
以
下
の
罰
金
を
併
せ
て
規
定
し
て
い
る
。
そ
の
た

24
め
、
岡
山
市
は
罰
金
規
定
の
あ
る
条
例
に
も
重
複
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。

︵

︶

但
し
、
県
の
条
例
で
は
罰
金
規
定
が
あ
る
。

25
︵

︶

但
し
、
県
の
条
例
で
は
過
料
規
定
が
あ
る
。

26
︵

︶

但
し
、
県
の
条
例
で
は
過
料
規
定
が
あ
る
。

27
︵

︶

但
し
、
県
の
条
例
で
は
罰
則
の
な
い
規
定
が
あ
る
。

28
︵

︶

但
し
、
県
の
条
例
で
は
罰
金
規
定
︵
間
接
罰
方
式
︶
が
あ
る
。

29
︵

︶

こ
う
し
た
自
律
性
が
社
会
を
維
持
す
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
松
宮
孝
明
﹃
犯
罪
立
法
と
犯
罪
体
系
﹄︵
二
〇
〇
三
年
︶
三
頁
以
下
参
照
。

30
︵

︶

例
え
ば
、
中
央
区
歩
き
た
ば
こ
及
び
ポ
イ
捨
て
を
な
く
す
条
例
の
第
一
条
は
、﹁
こ
の
条
例
は
、
中
央
区
︵
以
下
﹁
区
﹂
と
い
う
。︶、
区
民
等
及
び
事
業
者
が
相
互

31
に
協
力
し
て
、
喫
煙
マ
ナ
ー
及
び
環
境
美
化
意
識
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
自
主
的
な
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
区
の
区
域
内
︵
以
下
﹁
区
内
﹂
と
い
う
。︶

の
公
共
の
場
所
︵
以
下
﹁
公
共
の
場
所
﹂
と
い
う
。︶
に
お
け
る
歩
き
た
ば
こ
及
び
ポ
イ
捨
て
を
な
く
し
、
も
っ
て
快
適
な
歩
行
空
間
及
び
清
潔
な
地
域
環
境
を
確
保
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。﹂
と
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
喫
煙
マ
ナ
ー
や
環
境
美
化
意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
、
及
び
自
主
的
な
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。

︵

︶

こ
の
よ
う
な
視
座
の
転
換
を
も
た
ら
し
た
一
つ
の
き
っ
か
け
が
、
千
代
田
区
の
積
極
的
な
活
動
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ
き
、
千
代
田
区
生
活
環

32
境
課
・
前
掲
注
︵


︶
九
頁
以
下
参
照
。

︵

︶

一
例
を
挙
げ
る
と
、
品
川
区
歩
行
喫
煙
及
び
吸
い
殻
空
き
缶
等
の
投
げ
捨
て
の
防
止
に
関
す
る
条
例
の
第
一
条
は
、
﹁
こ
の
条
例
は
、
歩
行
中
の
喫
煙
お
よ
び
吸
い

33
殻
・
空
き
缶
等
の
投
げ
捨
て
を
防
止
す
る
こ
と
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
、
区
民
の
良
好
な
生
活
環
境
を
保
全
し
、
快
適
で
住
み
よ
い
地
域
社
会
の
形
成
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。﹂
と
規
定
す
る
。

︵

︶

足
立
区
歩
行
喫
煙
防
止
及
び
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
条
例
、
東
京
都
北
区
路
上
喫
煙
の
防
止
等
に
関
す
る
条
例
、
新
宿
区
空
き
缶
等
の
散
乱
及
び
路
上
喫
煙
に
よ
る

34
被
害
の
防
止
に
関
す
る
条
例
、
墨
田
区
路
上
喫
煙
等
禁
止
条
例
、
那
覇
市
路
上
喫
煙
防
止
条
例
の
目
的
規
定
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。

︵

︶

こ
の
よ
う
な
危
険
の
中
に
、
受
動
喫
煙
に
よ
る
危
険
性
を
取
り
込
む
べ
き
か
が
問
題
と
な
り
得
る
が
、
受
動
喫
煙
防
止
を
目
的
規
定
に
お
い
て
明
確
に
謳
う
条
例
は

35
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
そ
の
一
例
と
し
て
は
、
前
掲
注
︵

︶・
新
宿
区
条
例
を
参
照
。
受
動
喫
煙
の
害
は
、
建
物
内
の
よ
う
な
閉
鎖
的
空
間
に
お
い
て
特
に
認
め
ら
れ

34
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る
も
の
で
あ
る
と
い
う
性
質
か
ら
す
る
と
、
路
上
喫
煙
に
関
し
て
、
受
動
喫
煙
の
有
害
性
を
理
由
に
規
制
を
認
め
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
の
は
理
解
で
き
る
。
逆
に
言

え
ば
、
建
物
内
に
お
け
る
受
動
喫
煙
の
害
を
理
由
に
規
制
を
認
め
る
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
取
組
み
と
し
て
は
、
神
奈
川
県
公
共
的
施
設
に
お

け
る
受
動
喫
煙
防
止
条
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
松
沢
成
文
﹃
受
動
喫
煙
防
止
条
例
﹄︵
二
〇
〇
九
年
︶
を
参
照
。
な
お
、
注
︵

︶
も
参
照
。

88

︵

︶

千
代
田
区
生
活
環
境
課
・
前
掲
注
︵


︶
二
六
頁
以
下
。

36
︵

︶

但
し
、
千
代
田
区
生
活
環
境
課
・
前
掲
注
︵


︶
四
頁
以
下
で
は
、
路
上
喫
煙
に
は
﹁
他
人
に
火
傷
を
負
わ
せ
る
﹂
と
い
う
側
面
が
あ
る
こ
と
が
正
面
か
ら
認
め
ら

37
れ
て
お
り
、
一
元
的
理
解
を
徹
底
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

︵

︶

こ
の
点
は
、
い
わ
ゆ
る
﹁
環
境
刑
法
﹂
に
お
い
て
保
護
法
益
を
ど
の
よ
う
に
構
成
す
る
か
と
い
う
問
題
で
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
後
述
Ⅲ
�

を
参
照
。

38
︵

︶

但
し
、
橋
本
裕
藏
﹃
四
訂
版

軽
犯
罪
法
﹄︵
一
九
九
九
年
︶
七
二
頁
で
は
、﹁
極
少
量
で
あ
れ
ば
﹃
公
共
の
利
益
に
反
﹄
す
る
場
合
は
少
な
い
﹂
と
さ
れ
て
お
り
、

39
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
一
本
で
は
そ
も
そ
も
﹁
公
共
の
利
益
﹂
に
反
せ
ず
本
罪
に
は
該
当
し
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

︵

︶

神
奈
川
県
平
塚
市
の
条
例
︵
平
塚
市
さ
わ
や
か
で
清
潔
な
ま
ち
づ
く
り
条
例
︶
及
び
神
奈
川
県
小
田
原
市
の
条
例
︵
小
田
原
市
き
れ
い
な
ま
ち
と
良
好
な
生
活
環
境

40
を
つ
く
る
条
例
︶
は
、
い
ず
れ
も
間
接
罰
方
式
で
二
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
て
お
り
、
そ
の
点
で
一
貫
し
て
い
る
。

︵

︶

前
掲
注
︵


︶
参
照
。

41
︵

︶

罰
金
規
定
の
あ
る
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
が
制
定
さ
れ
た
の
は
、
一
九
九
二
年
の
和
歌
山
県
美
化
推
進
及
び
美
観
の
保
護
に
関
す
る
条
例
が
最
初
で
あ
り
、
そ
の
後
多

42
く
の
地
方
自
治
体
が
同
様
の
規
定
を
有
す
る
条
例
を
制
定
し
た
。

︵

︶

一
九
九
九
年
に
地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
、
条
例
の
も
と
で
の
義
務
履
行
確
保
手
段
と
し
て
五
万
円
以
下
の
過
料
を
一
般
的
に
導
入
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
前
の

43
条
例
に
お
い
て
は
、
特
に
こ
う
し
た
傾
向
が
窺
え
る
。
な
お
、
当
初
は
罰
金
を
規
定
し
て
い
た
も
の
の
、
実
効
性
の
観
点
か
ら
過
料
に
改
正
し
た
も
の
と
し
て
、
出
雲

市
飲
料
容
器
及
び
吸
い
殻
等
の
散
乱
の
防
止
に
関
す
る
条
例
が
あ
る
。
こ
の
改
正
に
対
す
る
評
価
と
し
て
、
北
村
喜
宣
﹁﹁
機
動
性
あ
る
執
行
手
法
﹂
の
パ
ラ
ド
ッ
ク

ス
：
出
雲
市
飲
料
容
器
及
び
吸
い
殻
等
の
散
乱
の
防
止
に
関
す
る
条
例
の
改
正
﹂
産
業
と
環
境
三
一
巻
一
一
号
︵
二
〇
〇
二
年
︶
四
三
頁
参
照
。

︵

︶

前
掲
注
︵

︶
参
照
。

44

34

︵

︶

同
様
に
、
改
正
で
路
上
喫
煙
の
禁
止
規
定
を
追
加
し
つ
つ
、
ポ
イ
捨
て
に
対
す
る
罰
金
規
定
を
維
持
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
世
田
谷
区
ポ
イ
捨
て
防
止
等
に
関
す

45
る
条
例
︵
平
成
九
年
公
布
、
平
成
一
六
年
改
正
︶、
目
黒
区
ポ
イ
捨
て
な
ど
の
な
い
ま
ち
を
み
ん
な
で
つ
く
る
条
例
︵
平
成
一
五
年
公
布
、
平
成
一
九
年
改
正
︶
、
横
浜

市
空
き
缶
等
及
び
吸
い
殻
等
の
散
乱
の
防
止
等
に
関
す
る
条
例
︵
平
成
七
年
公
布
、
平
成
一
九
年
改
正
︶、
神
戸
市
ぽ
い
捨
て
及
び
路
上
喫
煙
の
防
止
に
関
す
る
条
例

︵
前
身
の
神
戸
市
た
ば
こ
の
吸
い
殻
及
び
空
き
缶
等
の
投
げ
捨
て
の
防
止
等
に
関
す
る
条
例
が
平
成
九
年
公
布
、
平
成
二
〇
年
に
全
面
改
正
︶
な
ど
参
照
。

︵

︶

西
宮
市
快
適
な
市
民
生
活
の
確
保
に
関
す
る
条
例
。

46
︵

︶

刑
罰
の
有
す
る
﹁
威
嚇
力
﹂
に
期
待
し
て
、
自
ら
は
告
発
を
す
る
つ
も
り
は
な
く
と
も
、
条
例
の
義
務
規
定
の
履
行
確
保
の
た
め
に
地
方
自
治
体
が
刑
罰
を
規
定
す

47
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
は
あ
り
、
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
に
お
い
て
も
そ
う
し
た
側
面
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
︵
町
野
朔
編
﹃
環
境
刑
法
の
総
合
的
研
究
﹄
︵
二
〇
〇

三
年
︶
六
八
頁
︵
北
村
喜
宣
︶︶。
し
か
し
こ
こ
で
の
問
題
は
、
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
に
つ
い
て
そ
の
よ
う
な
期
待
の
下
で
刑
罰
規
定
を
置
く
の
だ
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
同
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様
に
路
上
喫
煙
条
例
に
つ
い
て
も
刑
罰
規
定
を
置
く
と
い
う
選
択
を
し
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

︵

︶

千
代
田
区
︵
前
掲
注
︵


︶
二
四
条
︶、
板
橋
区
︵
エ
コ
ポ
リ
ス
板
橋
ク
リ
ー
ン
条
例
一
九
条
、
一
四
条
三
項
︶
、
大
田
区
︵
清
潔
で
美
し
い
大
田
区
を
つ
く
る
条
例

48
一
四
条
、
八
条
二
項
︶、
北
区
︵
前
掲
注
︵

︶
一
〇
条
︶、
杉
並
区
︵
杉
並
区
生
活
安
全
及
び
環
境
美
化
に
関
す
る
条
例
二
一
条
二
号
、
一
一
条
三
項
︶、
墨
田
区
︵
前

34

掲
注
︵

︶
九
条
︶
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。

34

︵

︶

実
際
、
罰
金
規
定
を
置
い
て
い
る
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
の
殆
ど
は
、
五
万
円
よ
り
も
低
い
額
の
罰
金
し
か
科
し
て
い
な
い
。
例
外
と
し
て
は
、
長
野
県
上
田
市
に
お

49
け
る
上
田
市
ポ
イ
捨
て
の
防
止
等
に
関
す
る
条
例
一
四
条
︵
一
〇
万
円
以
下
の
罰
金
︶
な
ど
ご
く
少
数
で
あ
る
。

︵

︶

公
共
的
施
設
に
お
け
る
受
動
喫
煙
禁
止
規
定
の
文
脈
で
は
あ
る
が
、
松
沢
・
前
掲
注
︵

︶
九
六
頁
は
極
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。

50

35

Ⅲ

路
上
喫
煙
・
ポ
イ
捨
て
の
規
制
根
拠
と
刑
罰
論

�

法
的
規
制
の
根
拠
論

⑴

前
述
の
通
り
、
路
上
喫
煙
の
規
制
根
拠
を
﹁
人
の
身
体
︵
・
財
産
︶
に
対
す
る
危
険
﹂
と
考
え
る
場
合
、
そ
れ
は
伝
統
的
に
刑

法
に
お
い
て
特
に
犯
罪
と
さ
れ
て
き
た
領
域
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
単
な
る
喫
煙
行
為
を
も
っ
て
こ
う
し
た
危
険
性
が

あ
る
行
為
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
路
上
喫
煙
は
、
不
特
定
多
数
人
が
行
き
来
す
る
公
共
の
場
所
に
お
け
る
喫
煙
行
為
で
あ

り
、
こ
う
し
た
不
特
定
多
数
人
に
火
傷
を
負
わ
せ
る
危
険
性
の
あ
る

(

)

行
為
と
し
て
法
的
規
制
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
十
分
に
可
能
で

51

(

)

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
吸
い
殻
の
ポ
イ
捨
て
を
も
っ
て
同
様
の
危
険
性
が
あ
る
行
為
と
解
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
む
し
ろ
、

52
吸
い
殻
の
ポ
イ
捨
て
は
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
の
一
種
と
し
て
生
活
環
境
に
対
し
て
負
荷
を
与
え
る
行
為
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
で

は
、
こ
の
よ
う
な
行
為
を
法
的
規
制
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
刑
法
に
お
い
て
は
﹁
環
境
刑
法
﹂
の
文
脈

で
議
論
さ
れ
て
き
た
問
題
で

(

)

あ
る
。
そ
し
て
、
生
活
環
境
に
負
荷
を
与
え
る
行
為
を
︵
と
り
わ
け
罰
則
を
伴
う
形
で
︶
法
的
規
制
の
対
象

53

と
す
る
こ
と
の
可
否
は
、
①
そ
も
そ
も
生
活
環
境
を
保
護
法
益
と
見
る
こ
と
が
可
能
か
と
い
う
問
題
と
、
②
①
で
仮
に
可
能
だ
と
し
て

も
、
ど
の
よ
う
な
行
為
を
﹁
生
活
環
境
に
負
荷
を
与
え
る
行
為
﹂
と
し
て
法
的
規
制
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
問
題
と

に
大
別
で
き
る
。
以
下
、
順
を
追
っ
て
検
討
し
よ
う
。
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ま
ず
、
①
の
問
題
は
、
既
に
﹁
環
境
刑
法
﹂
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
環
境
刑
法
の
保
護
法
益
を
巡
っ
て
は
、
�
人
間
中
心
主

義
的
法
益
構
成
、
�
生
態
学
的
法
益
構
成
、

生
態
学
的
︱
人
間
中
心
主
義
的
法
益
構
成
の
三
つ
の

(

)

見
解
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
単
純

54

化
し
て
言
え
ば
、
�
は
、
環
境
は
人
間
の
生
命
や
健
康
と
関
係
す
る
限
り
で
保
護
に
値
す
る
と
す
る

(

)

見
解
、
�
は
、
環
境
は
そ
れ
自
体

55

と
し
て
︵
す
な
わ
ち
人
間
と
の
関
連
性
を
要
求
せ
ず
に
︶
保
護
に
値
す
る
と
す
る

(

)

見
解
、

は
、
環
境
と
い
う
法
益
の
独
自
性
︵
す
な
わ

56

ち
、
人
間
の
生
命
や
健
康
に
は
直
ち
に
関
連
し
な
い
こ
と
︶
を
承
認
し
つ
つ
、
最
終
的
に
は
こ
う
し
た
法
益
は
人
間
に
還
元
さ
れ
る
と
す

る
見
解
で

(

)

あ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
﹁
生
活
環
境
﹂
に
関
し
て
は
、
人
間
と
の
関
連
性
を
否
定
し
た
形
で
そ
の
保
護
を
主
張
す
る

57

こ
と
は
困
難
で
あ

(

)

ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
の
問
題
は
、
�
と

と
の
対
立
、
す
な
わ
ち
人
間
の
生
命
・
健
康
と
関
連
を
有
す
る

58

限
り
で
生
活
環
境
を
保
護
す
る
と
解
す
る
か
、
そ
れ
と
も
環
境
に
対
す
る
人
間
の
利
益
、
例
え
ば
豊
か
な
生
活
環
境
を
享
有
す
る
権
利

を
保
護
す
る
と
解
す
る
か
、
で
あ
る
。
�
の
見
解
が
、
人
間
の
生
命
・
健
康
に
対
す
る
危
険
を
相
当
程
度
前
倒
し
し
た
場
合
で
あ
っ
て

も
な
お
保
護
を
肯
定
す
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
限
り
で
は
殆
ど
限
定
性
を

(

)

失
い
、
そ
の
結
果
、

の
見
解
に
限
り
な
く
接
近
す
る
と

59

も
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

の
見
解
に
お
い
て
環
境
と
い
う
法
益
の
独
自
性
を
認
め
た
と
し
て
も
、
そ
の
実
体
を
﹁
豊
か
な
生
活
環
境
を

享
受
し
た
い
と
い
う
人
々
の

(

)

感
情
﹂
な
ど
と
説
明
す
る
場
合
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
感
情
を
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
が
再
度

60

問
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。﹁
美
し
い
も
の
を
見
た
い
感
情
﹂﹁
醜
い
も
の
を
見
た
く
な
い
感
情
﹂
は
誰
に
で
も
あ
る
と
し
て
も
、
そ
う

し
た
感
情
を
法
的
に
直
ち
に
保
護
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
感
情
と
は
質
的
に
異
な
る
も
の

と
し
て
、﹁
豊
か
な
生
活
環
境
を
享
受
し
た
い
と
い
う
人
々
の
感
情
﹂
を
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
が
人
間
の
生
存
に
と
っ
て

不
可
欠
で
あ
る
と
い
っ
た
理
由
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
実
体
は
限
り
な
く
�
の
見
解
に
接
近
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
�

の
見
解
と

の
見
解
と
の
境
目
は
極
め
て
曖
昧
で
あ
る
。
但
し
、
こ
と
生
活
環
境
に
関
し
て
言
え
ば
、
こ
の
問
題
は
さ
ほ
ど
深
刻
で
は

な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
法
益
は
、﹁
自
然
環
境
﹂
の
よ
う
な
漠
然
と
し
た
、
あ
る
い
は
人
間
と
関
連
さ
せ
る

こ
と
が
困
難
な
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
﹁
生
活
環
境
﹂
に
過
ぎ
な
い
。
生
活
環
境
の
悪
化
は
ま
さ
し
く
当
該
場
所
の
住
民
に
と
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っ
て
は
、
そ
の
生
命
・
健
康
に
対
す
る
危
険
性
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
の
生
存
に
不
可
欠
な
基
盤
と
言
え
る
か
ら
で

あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
理
解
に
従
え
ば
、
①
の
問
題
は
ク
リ
ア
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

⑵

そ
こ
で
次
に
、
②
の
問
題
の
検
討
に
移
る
。
生
活
環
境
そ
れ
自
体
を
保
護
法
益
と
し
て
見
る
こ
と
が
可
能
だ
と
し
て
も
、
生
活

環
境
に
影
響
を
与
え
得
る
あ
ら
ゆ
る
行
為
を
法
的
規
制
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
い
か
な
る
行
為
を
﹁
生
活
環

境
に
負
荷
を
与
え
る
行
為
﹂
と
し
て
規
制
す
べ
き
な
の
か
が
更
に
問
題
と
な
る
。
そ
も
そ
も
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
の
ポ
イ
捨
て
の
よ
う

に
、
そ
れ
を
単
独
と
し
て
み
る
限
り
殆
ど
侵
害
性
︵
あ
る
い
は
侵
害
の
危
険
性
︶
を
観
念
し
に
く
い
場
合
に
、
な
お
法
的
規
制
の
対
象

と
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
、
当
該
行
為
を
単
独
と
し
て
み
る
限
り
殆
ど
法
益
侵
害
性
を
認
め
が
た
い
行
為
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
よ
う
な
行
為
を
放

置
し
た
と
き
に
想
定
さ
れ
る
侵
害
性
に
着
目
し
て
法
的
規
制
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
認
め
る
見
解
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
﹁
累
積
犯

︵
K
u
m
u
la
tio
n
sd
e
lik
t︶
﹂
の
議
論
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
個
別
の
行
為
自
体
は
法
益
侵
害
あ
る
い
は
そ
の
危
険
を
惹
起
し
な
い
が
、
同

様
の
行
為
が
大
量
に
行
わ
れ
た
と
す
れ
ば
法
益
侵
害
あ
る
い
は
そ
の
危
険
が
惹
起
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
当
該
個
別
行
為
自
体
を

法
的
規
制
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
す
る
議
論
で

(

)

あ
る
。
論
者
に
よ
れ
ば
、﹁
累
積
犯
﹂
と
し
て
問
題
と
な
る
行
為
は
、
個

61

別
的
に
見
れ
ば
お
よ
そ
抽
象
的
な
危
険
性
す
ら
有
し
て
お
ら
ず
、
個
々
人
に
と
っ
て
は
そ
の
よ
う
な
行
為
を
行
う
こ
と
が
合
理
的
で

(

)

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
刑
罰
を
科
す
こ
と
で
当
該
行
為
を
行
う
合
理
性
を
上
回
る
否
定
的
評
価
や
主
観
的
不
利
益
を
付
与
す
る
こ
と
に

62
よ
っ
て
初
め
て
当
該
行
為
者
は
そ
の
よ
う
な
行
為
を
行
わ
な
い
こ
と
が
合
理
的
だ
と
判
断
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
、
と
。
も
ち
ろ

ん
、
こ
の
よ
う
な
議
論
に
対
し
て
は
、
直
ち
に
以
下
の
批
判
が
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、﹁
累
積
犯
﹂
構
成
を
認
め
る
こ
と

は
、
当
該
行
為
者
が
惹
起
し
た
法
益
侵
害
︵
あ
る
い
は
そ
の
危
険
性
︶
を
理
由
と
し
て
で
は
な
く
、
︵
お
よ
そ
当
該
行
為
者
と
は
無
関
係
の
、

し
か
も
仮
定
的
な
︶
他
者
の
行
為
を
理
由
と
し
て
処
罰
す
る
こ
と
を
肯
定
す
る
こ
と
に
他
な
ら
ず
、
個
人
責
任
の
原
則
に
真
っ
向
か
ら

反
す
る
と
の

(

)

批
判
で
あ
る
。

63
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し
か
し
、﹁
累
積
犯
﹂
と
し
て
問
題
と
な
る
行
為
の
性
質
に
着
目
す
る
と
、
そ
う
し
た
行
為
は
一
見
す
る
と
殆
ど
法
益
侵
害
性
を
欠

く
た
め
に
、
他
の
多
く
の
人
間
が
模
倣
し
や
す
い
性
質
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
当
該
行
為
そ
れ
自
体
と

し
て
、
多
数
の
他
者
が
同
様
の
行
為
を
行
う
誘
発
的

(

)

性
質
を
有
し
て
い
る
た
め
、
個
々
の
行
為
を
抑
止
し
な
い
限
り
、
法
益
侵
害
が
惹

64

起
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
関
係
に

(

)

あ
る
。
そ
の
限
り
で
は
、
個
々
の
行
為
そ
れ
自
体
に
法
益
侵
害
の
危
険
性
が
あ
る
と
解
す
る
こ
と
が

65

可
能
で
あ

(

)

ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
吸
い
殻
の
ポ
イ
捨
て
を
検
討
す
る
と
、
個
々
の
ポ
イ
捨
て
行
為
自
体
が
直
接
的
に
環
境
に
与

66

え
る
影
響
は
僅
少
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
か
か
る
行
為
が
正
に
強
度
の
誘
発
的
性
質
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
で

あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
強
度
の
誘
発
的
性
質
を
有
す
る
ポ
イ
捨
て
行
為
を
そ
れ
自
体
と
し
て
﹁
生
活
環
境
に
負
荷
を
与
え
る
行
為
﹂
と

し
て
法
的
規
制
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
な
お
可
能
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
検
討
か
ら
、
吸
い
殻
の
ポ
イ
捨
て
行
為
に
対
し
て
法
的
規
制
を
行
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
い
か
な
る
罰
則
を
も
っ
て
規

制
す
べ
き
か
、
す
な
わ
ち
刑
罰
と
し
て
の
罰
金
を
科
す
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
行
政
罰
と
し
て
の
過
料
に
留
め
る
べ
き
か
、
が
問
題
と
な

る
。
そ
こ
で
次
に
、
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

�

刑
罰
の
意
義
及
び
機
能
か
ら
見
た
路
上
喫
煙
・
ポ
イ
捨
て
規
制
の
あ
り
方

⑴

法
的
規
制
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
う
し
た
行
為
を
刑
罰
に
よ
っ
て
規
制
・
抑
止
す
べ
き
か
否
か
は
別
論
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
ま
ず
問
題
と
な
る
の
は
、
当
該
行
為
に
関
す
る
ル
ー
ル
な
い
し
規
範
が
社
会
に
十
分
に
根
付
い
て
い
な

い
場
合
に
、
こ
の
よ
う
な
規
範
を
刑
罰
に
よ
っ
て
積
極
的
に
形
成
な
い
し
強
化
す
る
こ
と
が
果
た
し
て
刑
法
の
機
能
に
属
す
る
か
、
と

い
う
問
題
で

(

)

あ
る
。

67

こ
の
点
に
つ
き
、
特
に
﹁
環
境
刑
法
﹂
に
属
す
る
問
題
領
域
に
お
い
て
は
、﹁
保
持
乃
至
維
持
さ
れ
る
べ
き
、
少
な
く
と
も
社
会
構

成
員
の
一
部
の
間
で
妥
当
し
て
い
る
確
立
し
た
行
為
価
値
・
社
会
倫
理
は
存
し
な
い
場
合
が
多
い
﹂
と
い
う
認
識
を
前
提
と
し
て
、
刑
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法
の
規
範
形
成
機
能
を
正
面
か
ら
認
め
る
見
解
が
主
張
さ
れ
て

(

)

い
る
。
他
方
、
積
極
的
一
般
予
防
論
の

(

)

立
場
に
依
拠
し
つ
つ
、
刑
法
の

68

69

役
割
は
︵
法
益
の
保
護
で
は
な
く
、︶
当
該
社
会
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
規
定
し
て
い
る
﹁
規
範
﹂
を
維
持
・
確
証
す
る
こ
と
に
あ
る

と
解
す
る
立
場
か
ら
は
、
刑
法
に
よ
り
維
持
・
確
証
さ
れ
る
﹁
規
範
﹂
と
は
、
そ
の
時
点
で
既
に
当
該
社
会
に
お
い
て
存
在
す
る
必
要

が
あ
り
、
刑
法
自
体
に
は
規
範
形
成
機
能
は
存
在
し
な
い
と
す
る
見
解
も
主
張
さ
れ
て

(

)

い
る
。

70

こ
れ
ら
の
見
解
の
当
否
を
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
は
本
稿
の
目
的
で
は
な
い
た
め
、
必
要
な
限
度
で
の
検
討
に
留
ま
ら
ざ
る
を
得
な

い
が
、
ま
ず
前
者
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
お
よ
そ
い
か
な
る
規
範
で
あ
っ
て
も
刑
法
に
よ
っ
て
形
成
可
能
で
あ
る
と
ま
で
主
張
す
る
も

の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
憲
法
上
の
諸
原
則
に
反
す
る
内
容
の
規
範
に
つ
い
て
形
成
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
し
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
刑
法
に
よ
っ
て
規
範
を
形
成
す
べ
き
だ
と
真
剣
に
主
張
し
て
い
る
と
も
思
わ
れ

(

)

な
い
。
他
方
、
後
者
の
見

71

解
に
つ
い
て
は
、
既
に
当
該
社
会
で
存
在
し
て
い
る
規
範
の
み
が
刑
法
に
よ
る
維
持
・
確
証
の
対
象
と
な
る
と
し
て
も
、﹁
既
に
当
該

社
会
で
存
在
し
て
い
る
﹂
と
の
判
断
を
ど
の
よ
う
に
行
う
べ
き
か
、
が
問
題
と
な
る
。
例
え
ば
、
高
度
に
技
術
的
・
専
門
的
な
規
制
を

め
ぐ
っ
て
は
、
国
民
の
間
に
そ
も
そ
も
そ
う
し
た
規
範
が
根
付
い
て
い
る
と
判
断
し
得
る
こ
と
は
む
し
ろ
稀
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
特
に
一
般
の
国
民
な
い
し
市
民
の
日
常
的
な
行
為
を
規
制
対
象
と
す
る
場
合
に
は
、
人
々
が
受
容
可
能
な
規
範
で
な
い
と
結
局
は

刑
法
の
有
す
る
抑
止
力
が
発
揮
さ
れ
ず
、
単
に
刑
法
が
そ
う
し
た
行
為
を
否
定
的
に
評
価
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
に
過
ぎ
な
い

﹁
象
徴
立
法
﹂
に
陥
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
そ
の
こ
と
は
、
当
該
規
範
が
社
会
に
お
い
て
受
容
可
能
か
否
か
を
立
法

者
が
実
証
的
に
検
討
す
べ
き
こ
と
を
要
請
す
る
と
し

(

)

て
も
、
受
容
可
能
と
判
断
さ
れ
た
規
範
を
新
た
に
形
成
す
べ
く
刑
法
を
用
い
る
こ

72

と
ま
で
を
も
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
て
路
上
喫
煙
・
ポ
イ
捨
て
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
路
上
喫
煙
に
お
い
て
は
人
の
身
体
に
火
傷
を
さ
せ
る
危

険
性
を
有
す
る
行
為
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
解
す
る
限
り
、
伝
統
的
に
刑
法
に
お
い
て
処
罰
対
象
と
さ
れ
て
き
た
行
為
と
し
て
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
う
し
た
行
為
に
つ
い
て
は
抑
止
対
象
と
す
べ
き
だ
と
い
う
規
範
も
存
在
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
ポ
イ
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捨
て
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
生
活
環
境
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
現
在
の
社
会
に
お
い
て
は
、
﹁
ポ
イ
捨
て
を
す
る
と
街

が
汚
れ
る
の
で
ポ
イ
捨
て
を
す
る
な
﹂
と
い
う
規
範
は
一
定
程
度
存
在
す
る
か
、
少
な
く
と
も
受
容
可
能
な
規
範
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
観
点
か
ら
は
、
路
上
喫
煙
に
つ
い
て
も
ポ
イ
捨
て
に
つ
い
て
も
、
刑
罰
に
よ
る
抑
止
の
対
象
と
す
る
こ
と
に

特
段
の
障
害
は
な
い
と
言
え
よ
う
。

⑵

し
か
し
、
Ⅱ
�

に
お
い
て
分
析
し
た
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
路
上
喫
煙
に
つ
い
て
は
、
刑
罰
に
よ
る
抑
止
・
規
制
の
対
象
と
す

る
こ
と
に
強
い
回
避
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
回
避
傾
向
は
、﹁
喫
煙
者
﹂
の
み
を
狙
い
撃
ち
す
る
刑
罰
規
定
を
設
け
る
こ
と

を
回
避
し
た
い
と
い
う
感
覚
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
な
ぜ
﹁
喫
煙
者
﹂
の
み
を
狙
い
撃
ち
す
る
刑
罰
規
定
の
導
入
を
回
避

し
た
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、﹁
喫
煙
者
﹂
の
み
を
狙
い
撃
ち
す
る
行
政
罰
規
定
を
導
入
す
る
こ
と
に
は
さ
ほ
ど
回
避
傾
向
が

な
い
に
も
拘
ら
ず
、
な
ぜ
刑
罰
規
定
の
導
入
に
つ
い
て
は
回
避
傾
向
が
生
じ
る
の
か
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
な
い
限
り
、
現
場
の
条

例
制
定
者
の
﹁
悩
み
﹂
に
応
え
る
形
で
立
法
の
指
針
を
提
示
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
は
、
刑
罰
と
行
政
罰
の
差
異
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

刑
罰
も
行
政
罰
も
、
い
ず
れ
も

(

)

制
裁
的
な
色
彩
を
帯
び
る
制
度
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
保
護
法
益
に
対
す
る
侵
害
あ
る
い
は
そ
の
危
険

73

性
を
理
由
と
し
て
科
さ
れ
る
も
の
で

(

)

あ
る
。
い
ず
れ
も
将
来
の
違
法
行
為
を
抑
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
科
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

74

が
、
両
者
は
、
違
反
行
為
に
対
す
る
ス
テ
ィ
グ
マ
の
付
与
と
い
う
点
で
質
的
に
差
異
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
刑
罰
は
、
行
為
者
に

単
に
不
利
益
を
科
す
の
み
な
ら
ず
、
違
反
行
為
に
対
し
て
﹁
犯
罪
﹂
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
る
こ
と
で
強
い
社
会
倫
理
的
非
難
を
加
え

る
点
に
お
い
て
、
行
政
罰
と
は
異
な
る
意
義
な
い
し
機
能
が

(

)

あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
ス
テ
ィ
グ
マ
は
、
刑
罰
を
科
す
国
家
な
い

75

し
地
方
自
治
体
が
、
当
該
行
為
者
に
対
し
て
﹁
あ
な
た
は
悪
い
行
為
を
し
た
、
非
難
に
値
す
る
人
間
で
あ
る
﹂
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

公
的
に
伝
達
す
る
と
い
う
形
で
付
与
さ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
路
上
喫
煙
を
め
ぐ
る
文
脈
で
は
、
容
易
に
以
下
の
よ
う
な
形
に
﹁
誤
変
換
﹂
あ
る
い
は

立教法学 第 79 号（2010)

76



﹁
誤
翻
訳
﹂
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、﹁
あ
な
た
は
路
上
喫
煙
と
い
う
悪
い
行
為
を
し
た
、
非
難
に
値
す
る
人
間
で
あ
る
﹂
と
い
う
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
、
容
易
に
﹁
あ
な
た
は
喫
煙
者
で
あ
る
か
ら
非
難
に
値
す
る
﹂
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
誤
変
換
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
誤
変
換

を
後
押
し
す
る
の
は
、
路
上
喫
煙
は
確
か
に
人
の
身
体
に
対
す
る
危
険
を
有
す
る
行
為
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
危
険
自
体
は
極
め
て

抽
象
的
な
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
﹁
名
目
的
な
﹂
法
益
侵
害
に
過
ぎ
な
い
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
よ
り
具
体
的
に
述

べ
る
と
、
刑
罰
を
科
す
地
方
自
治
体
は
も
ち
ろ
ん
﹁
路
上
喫
煙
を
し
た
行
為
者
﹂
を
非
難
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
他
の
場
所
で
の
喫

煙
と
区
別
し
て
﹁
路
上
﹂
で
の
喫
煙
の
み
を
規
制
す
る
根
拠
自
体
が
﹁
名
目
的
﹂
な
も
の
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、﹁﹃
路
上
で
﹄
喫
煙
し

た
か
ら
非
難
す
る
﹂
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
は
受
け
止
め
ら
れ
な
く
な
り
、
む
し
ろ
、﹁
路
上
で
﹂
と
い
う
留
保
の
な
い
、
単
な

る
﹁
喫
煙
し
た
か
ら
非
難
す
る
﹂
と
い
う
喫
煙
者
一
般
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
る
︵
す
な
わ
ち
﹁
誤
変
換
﹂
さ
れ
る
︶

よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
①
当
該
行
為
者
に
と
っ
て
は
非
難
の
根
拠
が
異
な
る
と
い
う
意
味
で
﹁
誤
変
換
﹂
で
あ
る
し
、
②

喫
煙
者
一
般
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
の
性
質
を
帯
び
て
し
ま
っ
て
い
る
点
で
も
﹁
誤
変
換
﹂
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ポ
イ

捨
て
を
め
ぐ
る
文
脈
で
は
、
こ
の
よ
う
な
誤
変
換
を
起
こ
し
に
く
い
安
全
弁
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
多
く
の
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例

に
お
い
て
は
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
の
み
な
ら
ず
、
空
き
缶
な
ど
の
小
型
の
ゴ
ミ
が
ポ
イ
捨
て
の
対
象
と
し
て
規
制
さ
れ
て

(

)

お
り
、
お
よ

76

そ
小
型
の
ゴ
ミ
を
捨
て
る
人
間
一
般
が
非
難
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
﹁
喫
煙
者
で
あ
る
か
ら
非
難
す
る
﹂
と
い
う
誤

変
換
は
基
本
的
に
起
こ
り
に
く
い
の
で
あ
る
。
逆
に
、
路
上
喫
煙
条
例
の
一
環
と
し
て
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
の
み
が
規
制
対
象
と
さ
れ
る

と
き
に
は
、
同
様
の
誤
変
換
が
起
こ
り
や
す
い
と
言
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
な
理
解
か
ら
す
れ
ば
、
路
上
喫
煙
を
法
的
に
規
制
す
る
場
合
に
、
可
能
な
限
り
行
為
者
に
対
し
て
誤
変
換
さ
れ
や
す
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
付
与
し
な
い
形
態
の
制
裁
が
選
択
さ
れ
る
の
は
、
極
め
て
自
然
で
あ
る
と
言
え
る
。
刑
法
が
刑
罰
を
用
い
て
法
益
保
護

を
行
う
に
際
し
て
は
、
非
難
の
対
象
と
な
る
べ
き
当
該
行
為
者
に
非
難
の
根
拠
を
明
示
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
達
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
限
定
が
な
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
︵
当
該
行
為
者
に
と
っ
て
も
、
そ
れ
以
外
の
者
に
と
っ
て
も
︶﹁
市
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ

路上喫煙条例・ポイ捨て禁止条例と刑罰論（深町晋也）

77



イ
ル
﹂
へ
の
過
度
の
干
渉
と
な
る
こ
と
が
回
避
し
得
な
い
と
言
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
刑
罰
が
他
の
行
政
制
裁
と
は
異
な
る
独
自
の

要
素
と
し
て
ス
テ
ィ
グ
マ
機
能
を
有
す
る
と
解
す
る
以
上
、
誤
変
換
を
防
止
す
る
措
置
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
刑
罰
の
選
択
が
回

避
さ
れ
る
の
が
む
し
ろ
当
然
で
あ
る
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
、
逆
に
言
え
ば
、
路
上
喫
煙
に
お
い
て
も
刑
罰
を
科
す
と
い
う
選
択
肢
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
誤
変
換
を
防
止

す
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
路
上
喫
煙
に
お
い
て
想
定
さ
れ
て
い
る
法
益
侵
害
が
﹁
名

目
的
﹂
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
こ
う
し
た
﹁
誤
変
換
﹂
が
生
じ
や
す
く
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
路
上
喫
煙
に
よ
る
法
益
侵
害
を
実
質
的

な
も
の
と
し
て
構
成
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
観
点
か
ら
は
、
人
の
身
体
に
対
す
る
危
険
性
を
実
質
的
に
認
め
得
る
状
況
、
例
え
ば

特
に
混
雑
す
る
よ
う
な
区
域
︵
駅
周
辺
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
そ
の
代
表
で
あ
ろ
う
︶
、
あ
る
い
は
人
が
特
に
密
集
す
る
時
間
帯
︵
通
勤
・
通

学
時
間
帯
な
ど
︶
に
限
っ
て
規
制
す
る
、
と
い
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

⑶

こ
れ
ま
で
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
路
上
喫
煙
に
つ
い
て
は
刑
罰
に
よ
る
規
制
・
抑
止
の
対
象
と
す
る
た
め
に
は
前
述
の
誤
変
換
を

回
避
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
ま
ず
前
提
と
な
る
の
に
対
し
て
、
ポ
イ
捨
て
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
は
そ
う
し
た
特
別
の
考
慮
を
行

う
こ
と
を
必
要
と
せ
ず
、
む
し
ろ
刑
罰
に
よ
る
規
制
・
抑
止
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
つ
き
十
分
な
合
理
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
刑
罰
を
科
す
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
よ
り
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
な
観
点
か
ら
の
検
討
も
必
要
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
ポ
イ

捨
て
を
抑
止
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
し
て
、
刑
罰
は
行
政
罰
よ
り
も
実
効
的
な
の
か
と
い
う
点
が
問
題
と
な
る
。

こ
の
点
、
①
罰
金
を
科
し
た
と
し
て
も
警
察
・
検
察
が
積
極
的
に
検
挙
・
起
訴
を
す
る
と
は
思
え
ず
、
地
方
自
治
体
と
し
て
も
、
刑

罰
が
科
さ
れ
る
行
為
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
こ
と
自
体
に
よ
る
効
果
︵
規
制
効
果
︶
を
期
待
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
実
際
の
適

用
を
前
提
と
し
な
い
刑
罰
規
定
は
結
局
の
と
こ
ろ
規
制
効
果
も
有
し
な
い
、
②
軽
微
な
法
益
侵
害
に
対
す
る
制
裁
と
し
て
刑
罰
を
用
い

る
こ
と
は
、
刑
罰
全
体
の
感
銘
力
を
低
下
さ
せ
る
、
③
過
料
で
あ
れ
ば
、
地
方
自
治
体
が
意
欲
的
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
自
ら
違
反
者

を
摘
発
す
る
こ
と
で
よ
り
実
効
的
な
規
制
と
な
り
得
る
、
と
の
理
由
を
挙
げ
て
、
ポ
イ
捨
て
規
制
に
お
い
て
も
刑
罰
よ
り
も
行
政
罰
を
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科
す
方
が
よ
り
実
効
的
で
あ
る
と
す
る
見
解
が

(

)

あ
る
。
し
か
し
、
③
に
つ
い
て
は
、
千
代
田
区
の
意
欲
的
な
活
動
に
よ
り
ポ
イ
捨
て
が

77

激
減
し
た
こ
と
が
喧
伝
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
成
果
を
挙
げ
る
た
め
に
千
代
田
区
に
か
か
る
人
的
・
物
的
コ
ス
ト
も
ま
た
相
当
な

も
の
と
な
っ
て

(

)

い
る
。
千
代
田
区
自
身
、﹁
徹
底
的
に
や
れ
ば
効
果
は
上
が
る
﹂
が
、﹁
中
途
半
端
で
は
あ
ま
り
効
果
が
で
な
い
﹂
と
述

78

べ
て

(

)

お
り
、
こ
う
し
た
徹
底
的
な
対
策
を
採
り
う
る
、
す
な
わ
ち
こ
の
よ
う
な
人
的
・
物
的
コ
ス
ト
を
負
担
し
う
る
地
方
自
治
体
が
ど

79

の
程
度
存
在
す
る
の
か
は
、
︵
特
に
地
方
財
政
が
逼
迫
し
て
い
る
昨
今
で
は
︶
相
当
に
消
極
的
に
評
価
せ
ざ
る
を
得

(

)

な
い
。
こ
れ
に
対
し

80

て
、
①
に
つ
い
て
は
、
罰
金
を
科
し
た
と
し
て
も
そ
の
ま
ま
で
は
警
察
・
検
察
が
積
極
的
に
検
挙
・
起
訴
す
る
と
言
い
が
た
い
の
は
確

か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ポ
イ
捨
て
が
看
過
で
き
な
い
有
害
性
を
持
つ
行
為
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
当
該
地
域
社
会
に
お
い
て
よ
り
強

く
醸
成
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
﹁
世
論
﹂
に
警
察
・
検
察
も
応
え
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
意
識
を
醸
成
す
る

た
め
に
は
正
に
当
該
地
方
自
治
体
の
活
動
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
ま
た
、
当
該
地
方
自
治
体
が
ど
の
程
度
の

コ
ス
ト
を
負
担
す
る
意
欲
が
あ
る
か
に
か
か
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
②
に
つ
い
て
は
、
軽
微
な
法
益
侵
害
に
対
し
て
安
易
に
刑

罰
を
適
用
す
る
こ
と
が
刑
罰
の
感
銘
力
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
自
体
は
そ
の
通
り
で
あ
る
と
し
て
も
、
例
え
ば
、
軽
犯
罪
法
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
な
あ
ら
ゆ
る
軽
微
な
犯
罪
を
全
て
非
犯
罪
化
せ
よ
と
主
張
す
る
こ
と
ま
で
は
必
ず
し
も
論
者
も
意
図
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

︵
こ
う
し
た
主
張
を
徹
底
す
れ
ば
、
例
え
ば
傷
害
罪
や
暴
行
罪
、
器
物
損
壊
罪
の
よ
う
な
犯
罪
で
あ
っ
て
も
、
罰
金
や
科
料
の
対
象
に
な
る
よ
う

な
軽
微
な
類
型
に
つ
い
て
は
非
犯
罪
化
す
べ
き
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
類
型
に
つ
い
て
は
検
察
官
は
起
訴
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
事

実
上
の
非
犯
罪
化
が
な
さ
れ
て
い
る
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
今
度
は
①
の
点
、
す
な
わ
ち
規
制
効
果
の
有
無
と
い
う
点
が
問
題
と
な
ろ
う
︶
。
と

す
れ
ば
、
重
要
な
の
は
、
一
定
の
軽
微
な
法
益
侵
害
の
う
ち
、
い
ず
れ
が
刑
罰
を
科
す
の
に
適
し
て
お
り
、
逆
に
い
ず
れ
が
刑
罰
を
科

す
の
に
適
し
て
い
な
い
の
か
を
判
断
す
る
た
め
の
指
針
を
提
示
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

更
に
、
履
行
確
保
の
点
も
重
要
で
あ
る
。
罰
金
で
あ
れ
ば
、
任
意
に
支
払
わ
な
い
者
に
対
し
て
は
労
役
場
留
置
が
予
定
さ
れ
て
お
り

︵
刑
一
八
条
︶
、
最
終
的
に
は
﹁
身
体
で
払
わ
さ
れ
る
﹂
こ
と
に
な
る
の
に
対
し
、
過
料
の
場
合
に
は
こ
の
よ
う
な
担
保
手
段
が
存
在
し
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(

)

な
い
。
道
交
法
違
反
に
つ
い
て
非
犯
罪
化
を
し
て
反
則
金
を
科
す
に
留
め
る
と
い
う
場
合
で
あ
れ
ば
、
免
許
資
格
を
反
則
金
支
払
い
の

81
担
保
手
段
と
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

(

)

る
が
、
ポ
イ
捨
て
の
前
提
と
な
る
喫
煙
行
為
に
つ
い
て
は
、
特
段
の
資
格
は
な
く
成
人
で
あ
れ
ば

82

誰
で
も
可
能
な
行
為
で
あ
る
以
上
、
こ
う
し
た
担
保
手
段
を
講
じ
る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
検
討
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
要
す
る
に
地
方
自
治
体
の
や
る
気
次
第
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
過
料
規
定
を
導
入
し

て
行
政
自
ら
積
極
的
に
過
料
の
徴
収
に
乗
り
出
す
と
い
う
こ
と
と
、
罰
金
規
定
を
導
入
し
て
行
政
が
積
極
的
に
犯
罪
事
実
を
告
発
し
、

警
察
・
検
察
と
連
携
し
て
抑
止
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
と
は
、
い
ず
れ
も
十
分
に
選
択
可
能
な
オ
プ
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
罰
金
規
定
を
導
入
す
る
か
過
料
規
定
を
導
入
す
る
か
は
、
当
該
地
方
自
治
体
の
様
々
な
事
情
及
び
前
述
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
決
せ
ら
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
決
し
て
罰
金
規
定
よ
り
も
過
料
規
定
を
導
入
す
る
方
が
実
効
性
の
観
点
か

ら
一
般
的
に
望
ま
し
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

な
お
、
近
時
、
法
制
審
議
会
被
収
容
人
員
適
正
化
に
関
す
る
部
会
に
お
い
て
、
更
生
保
護
法
五
一
条
二
項
の
特
別
遵
守
事
項
の
中

に
、
社
会
貢
献
活
動
を
加
え
る
べ
き
こ
と
を
法
制
審
議
会
に
報
告
す
る
こ
と
が
決
定
さ

(

)

れ
た
。
こ
う
し
た
議
論
は
、
従
来
﹁
社
会
奉
仕

83

命
令
﹂
の
導
入
の
可
否
と
い
う
形
で
な
さ
れ
て
お
り
、
部
会
の
立
場
は
、
社
会
奉
仕
命
令
を
独
立
の
刑
罰
と
は
せ
ず
、
保
護
観
察
の
特

別
遵
守
事
項
と
す
る
も
の
で

(

)

あ
る
。
日
本
の
現
行
制
度
と
よ
り
整
合
的
な
も
の
と
し
て
社
会
奉
仕
命
令
を
導
入
す
る
と
い
う
立
場
か
ら

84

す
る
と
、
部
会
の
立
場
は
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
に
設
け
ら
れ
た
法
制
審
議
会
刑
事
法
部
会
財
産
刑
検
討
小
委
員
会
に

お
い
て
社
会
奉
仕
命
令
の
導
入
の
可
否
が
検
討
さ

(

)

れ
た
際
に
、
導
入
に
賛
成
す
る
意
見
の
中
に
﹁
財
産
刑
の
短
所
で
あ
る
一
身
専
属
性

85

の
欠
如
の
問
題
を
解
決
で
き
る
﹂
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
社
会
奉
仕
命
令
は
、
必
ず
し
も
自
由
刑
と
の

関
係
の
み
な
ら
ず
、
罰
金
刑
と
の
関
係
で
も
検
討
に
値
す
る
制
度
で
あ
る
。
そ
し
て
、
例
え
ば
罰
金
の
執
行
猶
予
の
条
件
と

(

)

し
て
、
社

86

会
奉
仕
命
令
に
よ
り
地
域
の
環
境
浄
化
活
動
︵
例
え
ば
路
上
の
吸
い
殻
な
ど
の
清
掃
︶
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
制
度
が
あ

れ
ば
、
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
に
罰
金
規
定
を
導
入
し
つ
つ
、
社
会
奉
仕
命
令
に
よ
り
、
行
為
者
が
行
っ
た
ポ
イ
捨
て
が
い
か
に
社
会
に
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迷
惑
な
も
の
で
あ
る
か
を
行
為
者
に
実
感
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
社
会
に
対
す
る
償
い
と
し
て
の
意
味
は
極
め
て
大
き
い
で
あ
ろ
う
。

︵

︶

事
実
、
千
代
田
区
に
お
い
て
路
上
喫
煙
を
規
制
す
る
き
っ
か
け
の
一
つ
と
な
っ
た
の
は
、
歩
行
喫
煙
に
よ
り
児
童
に
負
傷
さ
せ
た
事
件
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ

51
る
。
千
代
田
区
生
活
環
境
課
・
前
掲
注
︵


︶
二
四
頁
参
照
。

︵

︶

但
し
、
歩
行
喫
煙
で
は
か
か
る
危
険
性
を
伴
う
が
、
路
上
喫
煙
で
は
そ
の
よ
う
な
危
険
は
伴
わ
な
い
と
す
る
考
え
方
も
あ
り
う
る
。
こ
の
点
、
神
奈
川
県
小
田
原
市

52
に
お
い
て
路
上
喫
煙
に
罰
金
を
科
す
規
定
を
制
定
す
る
過
程
で
、
検
察
庁
と
協
議
を
し
た
際
、
歩
行
喫
煙
の
み
を
規
制
対
象
と
す
る
の
で
は
、
歩
き
な
が
ら
喫
煙
し
て

い
る
か
立
ち
止
ま
っ
て
喫
煙
し
て
い
る
か
の
判
断
が
困
難
で
あ
る
と
の
見
解
が
示
さ
れ
た
た
め
、
喫
煙
場
所
以
外
で
の
喫
煙
を
一
律
に
禁
止
す
る
規
定
を
設
け
た
と
の

こ
と
で
あ
る
︵
以
上
の
経
緯
に
つ
き
、
h
ttp
:/
/
w
w
w
.city
.o
d
a
w
a
ra
.k
a
n
a
g
a
w
a
.jp
/
_
_
file
m
st_
_
/
6
1
9
4
/
k
a
n
k
y
o
0
8
1
1
2
6
.p
d
f
を
参
照
︶。
こ
の
よ
う
な
立
証
の
困
難

さ
と
い
う
点
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
立
ち
止
ま
っ
て
の
喫
煙
で
あ
っ
て
も
、
喫
煙
場
所
と
し
て
指
定
さ
れ
た
場
所
以
外
で
の
喫
煙
行
為
に
よ
り
、
不
特
定
多
数
人
に
対

し
て
火
傷
を
負
わ
せ
る
危
険
性
は
想
定
可
能
で
あ
る
。
類
型
的
に
人
が
混
雑
す
る
よ
う
な
公
共
の
場
所
を
指
定
し
、
そ
う
し
た
指
定
地
域
内
で
の
路
上
喫
煙
に
限
定
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
か
か
る
危
険
性
を
よ
り
明
確
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

︵

︶

な
お
、
こ
う
し
た
﹁
生
活
環
境
﹂
は
﹁
環
境
刑
法
﹂
に
い
う
﹁
環
境
﹂
に
含
め
る
必
要
性
も
妥
当
性
も
な
い
と
し
て
、﹁
環
境
刑
法
﹂
の
文
脈
か
ら
は
切
り
離
す
見

53
解
も
あ
る
︵
町
野
編
・
前
掲
注
︵

︶
四
九
頁
︵
伊
東
研
祐
︶︶。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
産
業
廃
棄
物
規
制
に
つ
い
て
は
従
来
か
ら
﹁
環
境
刑
法
﹂
の
対
象
に
含
め
て
論

47

じ
ら
れ
て
き
た
︵
町
野
編
・
前
掲
注
︵

︶
四
七
二
頁
以
下
︵
篠
塚
一
彦
︶
参
照
︶
こ
と
か
ら
し
て
も
、﹁
生
活
環
境
﹂
を
直
ち
に
﹁
環
境
刑
法
﹂
の
対
象
か
ら
除
く
必

47

然
性
は
な
い
。

︵

︶

そ
れ
ぞ
れ
の
見
解
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
伊
東
研
祐
﹃
環
境
刑
法
研
究
序
説
﹄︵
二
〇
〇
三
年
︶
二
三
頁
以
下
︵
初
出
は
﹁
環
境
刑
法
に
お
け
る
保
護
法
益
と
法
益

54
保
護
の
態
様
﹂﹃
刑
事
法
学
の
現
代
的
状
況

内
藤
謙
先
生
古
稀
祝
賀
﹄︵
一
九
九
四
年
︶
三
〇
五
頁
以
下
︶、
町
野
編
・
前
掲
注
︵

︶
八
〇
頁
︵
齋
野
彦
弥
︶︵
初
出

47

は
﹁
環
境
刑
法
の
保
護
法
益
﹂
現
代
刑
事
法
三
四
号
︵
二
〇
〇
二
年
︶
二
九
頁
以
下
︶
を
参
照
。

︵

︶

こ
う
し
た
見
解
の
主
唱
者
と
し
て
は

H
o
h
m
a
n
n
が
挙
げ
ら
れ
る
。
彼
は
、
人
格
的
法
益
論
、
す
な
わ
ち
法
益
を
﹁
そ
の
時
点
で
の
文
化
的
・
歴
史
的
状
況
に
お
い

55
て
人
格
的
に
発
展
す
る
た
め
の
前
提
な
い
し
条
件
を
な
す
侵
害
可
能
な
現
実
的
存
在
﹂
と
し
て
捉
え
る
立
場
を
採
り
、
環
境
刑
法
に
お
い
て
は
﹁
環
境
の
危
険
か
ら
人

間
の
生
命
・
健
康
を
保
護
す
る
﹂
場
合
の
み
が
正
統
性
を
有
す
る
と
し
て
、
あ
く
ま
で
も
人
間
の
生
命
・
健
康
・
身
体
の
完
全
性
の
み
が
保
護
法
益
で
あ
る
と
す
る

︵
但
し
、
抽
象
的
危
険
犯
を
認
め
る
こ
と
で
処
罰
の
前
倒
し
自
体
は
広
範
に
認
め
る
︶。
V
g
l.
O
la
f
H
o
h
m
a
n
n
,
V
o
n
d
e
n
K
o
n
se
q
u
e
n
z
e
n
e
in
e
r
p
e
rso
n
a
le
n

R
e
ch
tsg
u
tstim
m
u
n
g
im
U
m
w
e
ltstra
fre
ch
t,
G
A
1
9
9
2
,
S
.
7
7
ff.

︵

︶

こ
う
し
た
見
解
と
し
て
、
伊
東
・
前
掲
注
︵

︶
四
七
頁
以
下
参
照
。
但
し
、
伊
東
は
﹁
環
境
そ
れ
自
体
﹂
あ
る
い
は
﹁︵
水
、
大
気
、
土
壌
と
い
っ
た
︶
環
境
媒

56

54

体
そ
れ
自
体
﹂
と
い
っ
た
漠
然
と
し
た
あ
る
い
は
静
的
な
法
益
規
定
を
否
定
し
、
よ
り
動
的
な
諸
機
能
の
全
体
を
包
含
す
る
﹁
生
態
系
﹂
を
保
護
法
益
と
す
る
こ
と
を

提
唱
す
る
。
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︵

︶

こ
う
し
た
見
解
と
し
て
、
町
野
編
・
前
掲
注
︵

︶
三
六
頁
︵
町
野
朔
︶
参
照
︵
初
出
は
﹁
環
境
刑
法
と
環
境
倫
理
︵
下
︶
﹂
上
智
法
学
論
集
四
三
巻
二
号
︵
一
九

57

47

九
九
年
︶
一
頁
以
下
︶。

︵

︶

だ
か
ら
こ
そ
、
伊
東
・
前
掲
注
︵

︶
四
九
頁
は
、
生
活
環
境
の
よ
う
な
人
間
と
の
関
連
性
を
否
定
し
が
た
い
法
益
に
つ
い
て
は
環
境
刑
法
の
対
象
か
ら
外
す
の
で

58

54

あ
る
。

︵

︶

町
野
編
・
前
掲
注
︵

︶
八
五
頁
︵
齋
野
彦
弥
︶。

59

47

︵

︶

町
野
編
・
前
掲
注
︵

︶
三
七
頁
︵
町
野
朔
︶
も
参
照
。

60

47

︵

︶

L
o
th
a
r
K
u
h
le
n
,
D
e
r
H
a
n
g
lu
n
g
se
rfo
lg
d
e
r
stra
fb
a
re
n
G
e
w
ä
a
sse
rv
e
ru
n
re
in
ig
u
n
g
︵

3
2
4
S
tG
B
︶
,S
.
3
9
9
ff.

61

§

︵

︶

し
か
し
、
同
様
の
行
為
が
大
量
に
行
わ
れ
た
と
す
れ
ば
、
極
め
て
不
合
理
な
結
末
に
至
る
。
こ
の
こ
と
を
特
に
象
徴
す
る
の
は
ハ
ー
デ
ィ
ン
の
い
わ
ゆ
る
﹁
共
有
地

62
の
悲
劇
﹂
事
例
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
全
て
の
人
間
が
使
用
し
う
る
牧
草
地
が
あ
る
と
し
て
、
あ
る
牧
夫
が
、
﹁
も
う
一
頭
牛
を
飼
う
こ
と
で
自
分
が
一
の
利
益
を
得

る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
る
過
度
の
放
牧
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
は
、
自
分
を
含
め
た
全
て
の
牧
夫
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
る
か
ら
、
自
己
の
負
担
す
る
マ
イ
ナ
ス
は
、
マ

イ
ナ
ス
一
を
牧
夫
の
数
で
割
っ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
﹂
と
考
え
て
合
理
的
選
択
と
し
て
更
に
放
牧
を
行
う
こ
と
に
し
た
が
、
他
の
牧
夫
も
全
く
同
様
に
考
え
て
同
様
に

更
な
る
放
牧
を
行
っ
た
た
め
に
、
共
有
の
牧
草
地
は
荒
廃
し
て
誰
も
牛
を
飼
え
な
く
な
っ
た
と
い
う
事
例
で
あ
る
。

︵

︶

V
g
l.
C
la
u
s
R
o
x
in
,
S
tra
fre
ch
t
A
llg
e
m
e
in
e
r
T
e
il
B
a
n
d
1
,
4
.
A
u
fl.︵
2
0
0
6︶
,

2
R
n
.
8
2
.

63

§

︵

︶

町
野
編
・
前
掲
注
︵

︶
八
八
頁
︵
齋
野
彦
弥
︶
参
照
。

64

47

︵

︶

千
代
田
区
生
活
環
境
課
・
前
掲
注
︵


︶
一
八
頁
以
下
が
﹁
割
れ
窓
理
論
﹂
に
言
及
し
、
い
わ
ば
﹁
ゴ
ミ
が
ゴ
ミ
を
呼
ぶ
﹂
と
述
べ
る
の
も
、
基
本
的
に
は
同
様
の

65
発
想
で
あ
ろ
う
。

︵

︶

真
に
無
害
な
行
為
で
あ
れ
ば
、
幾
ら
累
積
し
て
も
無
害
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
よ
う
な
行
為
は
、
一
見
す
る
と
法
益
侵
害
性
が
な

66
い
よ
う
に
見
え
る
が
累
積
す
れ
ば
法
益
侵
害
性
を
肯
定
で
き
る
よ
う
な
行
為
な
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
﹁
ち
り
も
積
も
れ
ば
山
と
な
る
﹂
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

︵

︶

こ
の
問
題
は
、
法
益
論
の
側
か
ら
見
れ
ば
、﹁
そ
も
そ
も
そ
う
い
っ
た
行
為
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
る
法
益
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
か
﹂、
あ
る
い
は
﹁
そ
う
い
っ
た

67
行
為
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
る
利
益
に
つ
い
て
法
益
と
し
て
の
要
保
護
性
を
認
め
る
こ
と
が
可
能
か
﹂
と
い
う
問
題
と
な
る
た
め
、
厳
密
に
言
え
ば
Ⅲ
�

で
検
討
す
べ
き

問
題
と
重
な
る
部
分
が
あ
る
。
但
し
、
こ
の
問
題
は
一
般
的
に
は
刑
罰
の
規
範
形
成
力
の
問
題
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

︵

︶

伊
東
・
前
掲
注
︵

︶
二
一
頁
︵
初
出
は
﹁﹃
環
境
の
保
護
﹄
の
手
段
と
し
て
の
刑
法
の
機
能
﹂
﹃
団
藤
重
光
博
士
古
稀
祝
賀
論
文
集
第
三
巻
﹄︵
一
九
八
四
年
︶
二

68

54

六
六
頁
以
下
︶。
但
し
伊
東
は
そ
の
後
、
環
境
に
つ
い
て
も
既
に
か
な
り
の
程
度
法
益
化
が
な
さ
れ
た
た
め
、
刑
法
の
規
範
形
成
力
に
言
及
し
な
く
な
っ
た
旨
を
述
べ

る
。
川
端
博
・
町
野
朔
・
伊
東
研
祐
﹁︽
鼎
談
︾
環
境
刑
法
の
課
題
と
展
望
﹂
現
代
刑
事
法
三
四
号
︵
二
〇
〇
二
年
︶
一
七
頁
。

︵

︶

特
に
こ
こ
で
は
、
Ja
k
o
b
s
の
積
極
的
一
般
予
防
論
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
V
g
l.
G
ü
n
th
e
r
Ja
k
o
b
s,
W
a
s
sch
ü
tz
t
d
a
s
S
tra
fre
ch
t:
R
e
ch
tsg
ü
te
r
o
d
e
r

69
N
o
rm
g
e
ltu
n
g
?
in
:F
e
stsch
rift
fü
r
S
E
IJI
S
A
IT
O
Z
u
m
7
0
.G
e
b
u
rtsta
g
︵
2
0
0
3︶
,S
.1
8
ff.Ja
k
o
b
s
は
、
刑
法
は
法
益
で
は
な
く
規
範
の
妥
当
性
を
保
持
す
る
た
め

に
存
在
す
る
と
し
、
法
益
概
念
が
有
し
て
い
る
と
さ
れ
る
自
由
保
障
機
能
、
す
な
わ
ち
①
道
徳
と
法
と
の
峻
別
機
能
や
②
単
に
抽
象
的
な
危
険
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
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行
為
を
処
罰
対
象
か
ら
排
除
す
る
機
能
に
つ
い
て
も
否
定
す
る
。
そ
し
て
、
刑
罰
を
科
す
こ
と
は
、
行
為
者
が
社
会
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
の
規
範
に
反
し
た
こ
と

に
対
し
て
否
定
的
態
度
を
取
る
こ
と
に
他
な
ら
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
規
範
侵
害
は
治
癒
さ
れ
、
規
範
の
妥
当
性
が
確
証
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
す
る
。

︵

︶

松
宮
孝
明
﹁
今
日
の
日
本
刑
法
学
と
そ
の
課
題
﹂
立
命
館
法
学
三
〇
四
号
︵
二
〇
〇
五
年
︶
三
〇
九
頁
以
下
、
同
・
前
掲
注
︵

︶
四
一
頁
以
下
参
照
。

70

30

︵

︶

実
際
、
伊
東
は
、﹁
環
境
刑
法
﹂
の
文
脈
に
お
い
て
、﹁
か
な
り
の
部
分
が
実
質
的
に
法
益
に
な
っ
て
き
た
、
新
し
い
利
益
と
し
て
認
め
ら
れ
た
と
い
う
側
面
も
あ
る

71
の
で
す
が
、
多
く
の
場
合
、
そ
れ
は
既
に
昔
か
ら
法
益
で
あ
っ
た
の
で
す
﹂
と
述
べ
て
い
る
︵
前
掲
注
︵

︶︵
鼎
談
︶
一
七
頁
︶
。
す
な
わ
ち
、
刑
法
に
よ
る
規
範
形

68

成
が
な
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
主
張
は
、
既
に
法
益
と
し
て
の
実
体
を
有
し
て
は
い
る
も
の
の
、
一
般
的
に
は
そ
の
点
に
つ
き
必
ず
し
も
共
通
認
識
が
あ
る
と
ま
で
は
言

え
な
い
と
い
う
場
合
に
、﹁
当
該
法
益
の
存
在
に
気
づ
か
せ
る
﹂
た
め
に
刑
法
を
用
い
る
べ
き
と
い
う
主
張
に
他
な
ら
な
い
。

︵

︶

地
方
自
治
体
が
路
上
喫
煙
条
例
・
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
を
導
入
す
る
際
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
を
実
施
す
る
こ
と
が
多
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
は

72
評
価
で
き
る
。

︵

︶

制
裁
と
い
う
概
念
は
行
政
法
学
に
お
い
て
も
必
ず
し
も
一
様
に
解
さ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
こ
で
は
一
応
、
違
法
行
為
を
理
由
と
し
て
違
反
者
に
不
利
益
な
効
果
を
及

73
ぼ
し
、
将
来
の
違
法
行
為
を
も
抑
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
に
す
る
。
宇
賀
克
也
﹃
行
政
法
概
説
Ⅰ

行
政
法
総
論
﹇
第
三
版
﹈﹄︵
二
〇
〇
九
年
︶
二

二
五
頁
以
下
。

︵

︶

佐
伯
・
前
掲
注
︵
�
︶
一
七
頁
以
下
。

74
︵

︶

佐
伯
・
前
掲
注
︵
�
︶
一
二
八
頁
以
下
︵
な
お
、
か
つ
て
は
佐
伯
自
身
、
こ
う
し
た
ス
テ
ィ
グ
マ
付
与
機
能
に
つ
い
て
、
刑
罰
と
行
政
罰
と
の
間
に
は
量
的
な
差
異

75
し
か
存
在
し
な
い
と
解
し
て
い
た
が
︵
前
掲
注
︵
�
︶
一
八
頁
︶、
現
在
で
は
本
文
に
示
し
た
よ
う
に
、
行
政
罰
に
非
難
の
要
素
が
あ
る
こ
と
自
体
は
否
定
し
な
い
も
の

の
、
質
的
な
差
異
が
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
︶。
ま
た
、
樋
口
亮
介
﹃
法
人
処
罰
と
刑
法
理
論
﹄︵
二
〇
〇
九
年
︶
一
五
六
頁
以
下
も
参
照
︵
更
に
、
樋
口
論
文
を
契
機

と
し
て
、
刑
法
を
ス
テ
ィ
グ
マ
効
果
付
与
の
体
系
と
し
て
把
握
す
る
試
み
と
し
て
、
得
津
晶
﹁
過
失
責
任
と
い
う
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク
﹂
北
大
法
学
論
集
六
〇
巻
四
号

︵
二
〇
〇
九
年
︶
六
五
頁
以
下
参
照
︶。

︵

︶

Ⅱ
�

⑵
参
照
。

76
︵

︶

佐
伯
仁
志
﹁
刑
法
の
基
礎
理
論
﹂
法
学
教
室
二
八
三
号
︵
二
〇
〇
四
年
︶
四
九
頁
以
下
。

77
︵

︶

千
代
田
区
生
活
環
境
課
・
前
掲
注
︵


︶
一
六
四
頁
以
下
は
こ
う
し
た
状
況
を
あ
り
あ
り
と
伝
え
て
い
る
。
路
上
喫
煙
に
つ
い
て
も
罰
金
に
よ
る
規
制
を
導
入
し
た

78
神
奈
川
県
小
田
原
市
で
は
、
罰
金
を
選
択
し
た
理
由
と
し
て
、
小
田
原
市
の
よ
う
な
さ
ほ
ど
規
模
の
大
き
く
な
い
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
は
過
料
を
確
実
に
徴
収
す
る

と
す
れ
ば
、
パ
ト
ロ
ー
ル
費
用
な
ど
の
コ
ス
ト
が
大
き
す
ぎ
る
と
い
う
点
を
挙
げ
て
い
る
。
前
掲
注
︵

︶
を
参
照
。

52

︵

︶

千
代
田
区
生
活
環
境
課
・
前
掲
注
︵


︶
一
六
五
頁
。
ま
た
、
町
野
編
・
前
掲
注
︵

︶
六
八
頁
︵
北
村
喜
宣
︶
も
参
照
。

79

47

︵

︶

罰
金
は
地
方
自
治
体
の
条
例
違
反
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
国
の
歳
入
に
な
る
の
に
比
し
て
、
条
例
違
反
に
対
す
る
過
料
は
地
方
自
治
体
の
歳
入
に
な
る
と
い
う

80
点
を
過
料
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
︵
佐
伯
・
前
掲
注
︵

︶
五
〇
頁
︶。
し
か
し
、
現
実
に
路
上
喫
煙
や
ポ
イ
捨
て
に
科
さ
れ
て
い
る
過
料
の

77

額
は
、
お
お
む
ね
一
〇
〇
〇
円
か
ら
二
〇
〇
〇
円
で
あ
り
、
確
実
な
過
料
の
徴
収
の
た
め
に
必
要
と
な
る
人
的
・
物
的
コ
ス
ト
か
ら
す
れ
ば
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
。
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︵

︶

佐
伯
・
前
掲
注
︵
�
︶
三
〇
頁
以
下
。
滞
納
処
分
と
同
様
に
処
理
さ
れ
る
た
め
、
最
終
的
に
は
強
制
執
行
に
よ
り
徴
収
す
る
し
か
な
い
が
、
そ
も
そ
も
ポ
イ
捨
て
を

81
し
て
も
過
料
の
徴
収
に
応
じ
な
い
よ
う
な
人
間
に
つ
い
て
は
、
氏
名
・
住
所
な
ど
に
つ
い
て
も
黙
秘
す
る
場
合
や
そ
の
場
か
ら
逃
走
す
る
場
合
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
こ

う
し
た
場
合
に
逮
捕
に
よ
る
身
柄
確
保
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
以
上
、
強
制
執
行
が
可
能
な
状
況
が
ど
の
程
度
存
在
す
る
の
か
は
疑
問
で
あ
る
。

︵

︶

佐
伯
・
前
掲
注
︵
�
︶
三
一
頁
、
川
出
敏
裕
﹁
交
通
事
件
に
対
す
る
制
裁
の
あ
り
方
に
つ
い
て
﹂
﹃
宮
澤
浩
一
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集

第
三
巻
﹄︵
二
〇
〇
〇
年
︶

82
二
六
二
頁
。

︵

︶

法
制
審
議
会
被
収
容
人
員
適
正
化
に
関
す
る
部
会
第
二
六
回
会
議
︵
平
成
二
一
年
一
二
月
二
二
日
︶
の
﹁
要
綱
︵
骨
子
︶﹂︵
h
ttp
:/
/
w
w
w
.m
o
j.g
o
.jp
/
S
H
IN
G
I2
/

83
0
9
1
2
2
2
-1
-2
.p
d
f︶
参
照
。

︵

︶

こ
う
し
た
立
場
を
採
る
も
の
と
し
て
、
佐
伯
・
前
掲
注
︵
�
︶
六
七
頁
以
下
参
照
。

84
︵

︶

こ
の
点
に
つ
き
、
佐
伯
・
前
掲
注
︵
�
︶
六
五
頁
以
下
参
照
。

85
︵

︶

但
し
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
罰
金
の
支
払
い
が
苦
痛
と
感
じ
ら
れ
な
い
資
力
の
著
し
く
大
き
な
犯
罪
者
と
の
関
係
で
は
、
命
令
違
反
に
対
す
る
処
理
が
困
難
と

86
な
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

Ⅳ

終

わ

り

に

路
上
喫
煙
及
び
ポ
イ
捨
て
を
め
ぐ
る
法
規
制
は
、
現
在
過
渡
的
な
状
況
に
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
検
討
で
得
ら
れ
た
知
見
を
元
に
、
今

後
の
あ
る
べ
き
姿
に
向
け
て
の
指
針
を
述
べ
て
お
こ
う
。

ま
ず
、
路
上
喫
煙
の
規
制
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
刑
罰
に
よ
る
規
制
を
も
選
択
肢
と
し
て
確
保
す
る
た
め
に
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
誤

変
換
を
回
避
す
る
措
置
を
採
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で

(

)

あ
る
。
そ
し
て
、
路
上
喫
煙
に
お
い
て
想
定
さ
れ
て
い
る
法
益
侵
害
が
﹁
名
目

87

的
﹂
な
法
益
侵
害
で
あ
る
場
合
に
こ
そ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
誤
変
換
が
促
進
さ
れ
る
以
上
、
路
上
喫
煙
に
お
け
る
法
益
侵
害
を
実
質
的
な
も

の
と
し
て
構
成
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
観
点
か
ら
は
、
既
に
論
じ
た
よ
う
に
、
特
に
混
雑
す
る
場
所
や
時
間
帯
に
限
っ
て
規
制
す
る

と
い
っ
た
こ
と
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ

(

)

ろ
う
。

88

こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
し
て
も
、
路
上
喫
煙
及
び
ポ
イ
捨
て
を
規
制
す
る
に
際
し
て
刑
罰
を
選
択
す
べ
き
か
否
か
は
な
お
問
題
と
し

て
残
る
。
規
制
の
実
効
性
と
い
う
点
か
ら
は
、
必
ず
し
も
過
料
が
罰
金
よ
り
も
一
般
的
に
優
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
以
上
、
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各
地
方
自
治
体
の
実
情
に
合
わ
せ
た
考
慮
が
必
要
と
な
ろ
う
。
コ
ス
ト
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
千
代
田
区
の
よ
う
に
人
的
・
物
的

コ
ス
ト
を
相
当
程
度
負
担
し
得
る
地
方
自
治
体
で
あ
れ
ば
、
過
料
規
定
を
選
択
し
た
上
で
徹
底
し
た
対
策
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ

う
が
、
財
政
的
に
余
裕
の
な
い
地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
対
策
は
採
れ
な
い
以
上
、
刑
罰
規
定
の
選
択
も
考
慮
さ
れ
る
べ

き
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
特
に
ポ
イ
捨
て
に
妥
当
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
あ
る
地
域
の
生
活
環
境
の
み
な
ら
ず
、
観
光
地
と
し
て
の

美
観
と
い
う
側
面
が
重
要
と
な
る
よ
う
な
地
域
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
に
お
い
て
は
、
観
光
地
と
し
て
の
価
値
を
維
持
す
る
こ
と

が
極
め
て
重
要
と
な
る
た
め
、
そ
う
し
た
価
値
を
損
な
う
行
為
と
し
て
の
ポ
イ
捨
て
に
対
し
て
犯
罪
と
し
て
ス
テ
ィ
グ
マ
を
付
与
す
る

こ
と
は
十
分
に
合
理
性
が
あ
る
と
言
え

(

)

よ
う
。
更
に
、
刑
罰
と
行
政
罰
と
は
必
ず
し
も
択
一
的
な
も
の
で
は
な
く
、
よ
り
実
効
的
な
規

89

制
の
た
め
に
両
者
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
地
方
自
治
体
が
自
ら
規
制
を
実
効
的
に
行
う
手
段
を

確
保
し
つ
つ
、
他
方
で
刑
罰
に
よ
る
感
銘
力
に
も
依
拠
す
る
と
い
う
手
法
で
あ
る
。
例
え
ば
、
違
反
行
為
に
対
し
て
過
料
を
科
す
一
方

で
、
違
反
行
為
に
対
す
る
原
状
回
復
命
令
に
違
反
し
た
場
合
に
は
刑
罰
を
科
す
と
い
っ
た
﹁
二
段
構
え
﹂
の
規
制
を
行
う
と
い
っ
た
も

の
で

(

)

あ
る
。
従
来
、
間
接
罰
方
式
は
、
直
罰
方
式
と
比
較
し
て
そ
の
機
能
的
意
義
が
否
定
的
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
こ

90

の
よ
う
に
過
料
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、﹁
伝
家
の
宝
刀
﹂
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
で
き
る
場
合
も
あ
り
得
る
。
も
ち
ろ
ん
、
人
が

密
集
す
る
地
域
に
お
い
て
も
特
に
人
の
往
来
が
激
し
い
場
所
や
、
観
光
地
と
し
て
の
美
観
が
特
に
重
要
と
な
る
地
域
と
い
っ
た
、
よ
り

限
定
さ
れ
た
場
所
な
ど
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
直
罰
方
式
に
よ
る
規
制
の
方
が
望
ま
し
い
場
合
も
あ
り
得
る
。
こ
の
よ
う
な
様
々
な
考

慮
を
行
い
つ
つ
、
全
体
と
し
て
最
も
効
率
的
な
制
裁
を
行
う
と
い
う
視
点
こ
そ
が
今
後
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

更
に
、
こ
う
し
た
議
論
枠
組
み
は
、
他
の
刑
事
立
法
の
評
価
に
お
い
て
も
有
効
で
あ
る
。
例
え
ば
、
児
童
ポ
ル
ノ
規
制
を
め
ぐ
り
、

近
時
、
単
純
所
持
に
つ
い
て
も
刑
事
的
規
制
の
対
象
と
す
る
旨
の
改
正
を
な
す
べ
き
と
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
単
純
所
持
に
お

い
て
問
題
と
な
る
法
益
侵
害
性
が
﹁
名
目
的
﹂
な
も
の
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、﹁
あ
な
た
は
児
童
ポ
ル
ノ
所
持
と
い
う
悪
い
行
為
を
し

た
、
非
難
に
値
す
る
人
間
で
あ
る
﹂
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
﹁
あ
な
た
は
児
童
性
愛
者
︵
ペ
ド
フ
ィ
リ
ア
︶
だ
か
ら
非
難
に
値
す
る
﹂

路上喫煙条例・ポイ捨て禁止条例と刑罰論（深町晋也）
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と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
誤
変
換
さ
れ
や
す
い
。
こ
う
し
た
少
数
者
を
狙
い
撃
ち
に
す
る
よ
う
な
刑
罰
規
定
は
可
能
な
限
り
回
避
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら
す
る
と
、
仮
に
児
童
ポ
ル
ノ
の
単
純
所
持
を
処
罰
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
で
侵
害
な
い
し
危
殆
化
さ

れ
る
保
護
法
益
が
何
で
あ
る
か
に
つ
き
明
確
化
す
る
こ
と
で
、
前
述
の
誤
変
換
を
回
避
す
る
措
置
を
講
じ
る
必
要
が

(

)

あ
る
。
こ
れ
は
あ

91

く
ま
で
も
一
例
で
は
あ
る
が
、
他
の
刑
事
立
法
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

本
稿
は
、
本
学
に
長
ら
く
貢
献
さ
れ
、
今
年
度
で
退
職
さ
れ
る
荒
木
伸
怡
先
生
に
献
呈
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
甚
だ
不
十
分
な
論
考

で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
つ
つ
、
こ
こ
で
筆
を
擱
く
こ
と
に
す
る
。

︵

︶

こ
れ
は
、
ポ
イ
捨
て
の
規
制
に
お
い
て
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
の
み
を
対
象
と
す
る
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。

87
︵

︶

な
お
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
公
共
建
造
物
や
飲
食
店
な
ど
に
つ
い
て
は
禁
煙
・
分
煙
の
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
一
方
、
路
上
喫
煙
を
抑
止
す
る
と
い
う
発
想
は
、

88
特
に
混
雑
す
る
場
所
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
も
極
め
て
乏
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
専
ら
タ
バ
コ
の
煙
の
害
の
み
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
だ
と

す
れ
ば
、
閉
鎖
的
空
間
に
お
い
て
は
規
制
が
必
要
と
な
る
一
方
、
路
上
の
よ
う
な
開
放
的
空
間
に
お
い
て
は
規
制
を
行
う
必
要
性
に
乏
し
い
と
理
解
さ
れ
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
た
差
異
に
つ
い
て
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
の
検
討
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

︵

︶

例
え
ば
、
日
光
市
空
き
缶
等
の
散
乱
防
止
に
関
す
る
条
例
一
五
条
︵
違
反
行
為
に
対
し
て
三
万
円
以
下
の
罰
金
を
規
定
︶
を
参
照
。

89
︵

︶

こ
の
よ
う
な
例
と
し
て
、
岡
山
市
の
条
例
︵
前
掲
注
︵

︶︶
が
あ
る
。

90

24

︵

︶

前
掲
注
︵
O
︶
も
参
照
。
な
お
、
お
よ
そ
他
人
に
流
通
す
る
可
能
性
の
な
い
所
持
に
つ
い
て
ま
で
刑
事
的
規
制
の
対
象
と
す
る
場
合
に
は
、
﹁
こ
の
世
の
中
に
児
童

91
ポ
ル
ノ
を
所
持
す
る
よ
う
な
人
間
が
い
る
こ
と
自
体
が
気
持
ち
悪
い
﹂
と
い
っ
た
社
会
に
お
け
る
多
数
派
の
感
情
を
保
護
法
益
と
す
る
こ
と
に
限
り
な
く
接
近
す
る
。

こ
う
し
た
保
護
法
益
は
も
は
や
保
護
﹁
法
益
﹂
と
認
め
る
こ
と
す
ら
困
難
と
な
り
、
刑
罰
の
み
な
ら
ず
、
制
裁
の
対
象
と
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

︻
付
記
︼
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
・
若
手
研
究
P
﹁
刑
罰
拡
散
化
時
代
に
お
け
る
刑
事
的
規
制
の
前
提
条
件
﹂︵
課
題

番
号
：
1
9
7
3
0
0
5
1、
平
成
一
九
年
度
～
平
成
二
一
年
度
︶
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

立教法学 第 79 号（2010)

86


